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小山市の財政公表（平成30年 3月 31 日までの状況）
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平成 29年度下半期分

予算総額643億4,114万円　収入済額549億5,882万円（収入済率85.4%）歳　入
収 入 の 種 類 予算現額 収入済額 収入済率

市 税
（円グラフ）

市民税や固定資産税・都市計画税・市たばこ税・
軽自動車税などの税収入 283億4,488万円 270億9,468万円 95.6%

国庫支出金 国庫補助金など、市の特定事業のために国から交
付されるお金

97億7,658万円 
（9億6,792万円）

84億8,311万円 
（9億3,169万円） 86.8%

市 債 大きな事業などを行うため、財務省や金融機関な
どから借り入れたお金

79億240万円 
（10億4,380万円）

23億5,280万円 
（9億3,780万円） 29.8%

諸 収 入 貸付金の回収金である元利収入や雑入・市預金の
利子など 46億7,078万円 45億5,135万円 97.4%

県 支 出 金 県補助金など、市の特定事業のために県から交付
されるお金

44億6,776万円 
（1億8,871万円）

38億5,985万円 
（1億7,742万円） 86.4%

地方交付税 国税（所得税など）の一部から市の財政状況に応
じて交付されるお金 12億4,304万円 11億257万円 88.7%

繰 越 金 前年度の収入から持ち越したお金 18億4,111万円 
（3億4,568万円）

18億4,111万円 
（3億4,568万円） 100.0%

繰 入 金 財源の不足を補うための財政調整基金や基金から
取り崩したお金 6,395万円 4,899万円 76.6%

そ の 他 地方譲与税・自動車取得税交付金など 60億3,065万円
（551万円） 56億2,437万円 93.3%

※下段のかっこ内は、内数として平成28年度からの繰越財源を記載したものです

　皆さんから納めていただいた税金、国や県からの支出金、市債がどのように使われたかをお知らせします。今回
お知らせするのは、平成 30 年 3 月末までのもので、4 月・5 月の出納整理期間の収支は含まれていませんので、
決算とは異なります。決算は次回の財政公表 ( 本紙 11 月号 ) でお知らせします。なお、グラフや表の金額は、1
万円未満を四捨五入したものであり、合計額が合わない場合があります。
　全会計の市債残高については、平成 30 年 5 月借入予定額を含めると、年度末残高見込額は前年度比 1.6％減の
935 億 9,479 万円となる見込みです。市債管理計画に基づき、借入額を償還額未満とすることで引き続き市債残
高の縮減を図ります。

支 出 の 種 類 予算現額 支出済額 支出済率

民 生 費 子どもやお年寄り、障がいを持っている方などへ
の福祉のためのお金

207億6,009万円 
（3億8,475万円）

173億2,814万円 
（3億3,229万円） 83.5%

土 木 費 道路や公園の整備など、まちづくりをするための
お金

78億3,097万円 
（8億2,796万円）

41億2,220万円 
（6億6,483万円） 52.6%

総 務 費 戸籍や選挙など、市役所全体の仕事のためのお金 62億3,318万円 
（1億4,115万円）

52億6,449万円 
（1億218万円） 84.5%

衛 生 費 健康診断や予防接種、ごみの回収処理など保健衛
生のためのお金 57億4,290万円 52億8,499万円 92.0%

公 債 費 借入金返済のためのお金 59億5,923万円 57億4,995万円 96.5%

教 育 費 小中学校の教育施設の整備や、文化の向上のため
のお金

75億5,158万円
（8億6,590万円）

48億6,397万円
(4億5,390万円） 64.4%

商 工 費 商業や工業振興のためのお金 47億6,402万円 45億7,370万円 96.0%

農林水産業費 農業などの振興のためのお金 27億335万円 
（3億3,185万円）

14億7,113万円 
（1億6,465万円） 54.4%

そ の 他 消防費・労働費など 27億9,583万円 25億7,488万円 92.1%

予算総額643億4,114万円　支出済額512億3,345万円（支出済率79.6%）歳　出

※下段のかっこ内は、内数として平成28年度からの繰越事業費を記載したものです

問財政改革課☎22-9333
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特別会計
　下水道や国民健康保険など特定の事業の収入を特定の支出に充てる
ため、一般会計とは区別して、下記の 10の特別会計を設けています。

市税の内訳

会　計　名 予　算　現　額 収入済額
支出済額

国民健康保険（事業勘定） 200億7,913万円 169億181万円
169億8,862万円

介護保険 111億2,126万円 90億2,380万円
93億4,535万円

後期高齢者医療 15億6,857万円 14億3,049万円
15億517万円

病院事業債管理事業 8億5,120万円 8億5,085万円
8億5,085万円

墓園やすらぎの森事業 1億130万円 9,624万円
6,461万円

栃木県南地方卸売市場事業 2億7,124万円 2億7,097万円
2億6,757万円

与良川水系湛水防除事業 4,540万円 572万円
3,089万円

農業集落排水処理事業 6億5,130万円 1億2,941万円
5億7,032万円

小山東部第二工業団地造成事業 7,400万円 0円
5,024万円

テクノパーク小山南部造成事業 6億900万円 0円
6,786万円

公共下水道事業 53億2,280万円 28億4,081万円
42億9,751万円

公共用地先行取得事業 2,360万円 0万円
2,350万円 市の財産

基 金 74億5,545万円
出 資 金 20億9,178万円
債 権 46億290万円
土 地 372万1,291㎡
建 物 44万4,935㎡
山 林 並木杉1本

市が借りているお金

※1　5月借入後の一般建設債の年度末残高は329億8,251万円となる見込みです
※2　臨時財政対策債は、普通交付税で交付されるべきものが振り替えられたもので、その元利償還金の全額が交付税の基準財政需要額に
　　  算入されるため、一般建設債とは別掲としています
※3　介護保険財政安定化基金貸付金は平成29年度末で完済しました
※4　10月の市場民営化により、事務組合の事務継承に伴い、特別会計を設置しました

会　計　名 平成30年3月31日現在 平成29年3月31日現在 増　減　高
一般会計 470億9,282万円 474億664万円 △3億1,382万円

一般建設債※1 311億5,111万円 308億6,184万円 2億8,927万円

臨時財政対策債※2 159億4,171万円 165億4,479万円 △6億308万円

特別会計 365億7,665万円 379億8,890万円 △14億1,225万円

介護保険財政安定化基金貸付金※3 1,511万円 △1,511万円

病院事業債管理事業債 42億3,073万円 48億5,141万円 △6億2,068万円

墓園やすらぎの森事業債 1億4,021万円 1億5,834万円 △1,813万円

農業集落排水処理事業債 47億2,065万円 49億9,130万円 △2億7,065万円

公共下水道事業債 273億7,380万円 278億6,369万円 △4億8,989万円

栃木県南地方卸売市場事業債※4 2,550万円 2,550万円

公共用地先行取得事業債 8,575万円 1億905万円 △2,330万円

企業会計（水道事業） 58億1,342万円 62億7,502万円 △4億6,160万円

合　　　　計 894億8,288万円 916億7,056万円 △21億8,767万円

企業会計

水
道
事
業

事業運営を目的とした収益的収支
収　入 29億6,364万円
支　出 22億9,511万円

施設整備を目的とした資本的収支
収　入 5,009万円
支　出 10億1,637万円

小山市には下記の1つの企業会計があります。　　　　（消費税込）

固定資産税
127億204万円

46.9%

40.9%

6.5%
4.4%

市民税
110億8,872万円

都市計画税
17億7,413万円

収入済額
270億9,468万円

軽自動車税
3億5,010万円

入湯税
32万円

市たばこ税
11億7,937万円

0.0%

1.3%
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65歳以上
の皆さまの 介護保険料

問介護保険の内容について　　 地域包括ケア推進課 
　介護保険料の賦課について    市民税課 
　介護保険料の納付について    納税課 
　口座振替のお申込みについて 納税課 

皆さまの保険料が介護保険を支えています

　介護保険では 3 年に一度、介護保険料の見直しをしています。第 7 期計画（平成 30 ～ 32 年度）では、本人
の所得や世帯の課税状況に応じ下表のようになります。

〇平成 30 年度の介護保険料（65 歳以上の方）

段　階 対　象　者 保険料（年額）

世帯全員が
市民税非課税

第1段階
老齢福祉年金受給者、生活保護受給者 34,900円　

    31,300円　
   公費軽減後実質負担額課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円以下の方

第2段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円を超え 120 万円以下の方 47,300円

第3段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が 120 万円を超える方 54,600円
本人は市民税非
課税だが世帯内
に課税者がいる

第4段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円以下の方 61,900円

第5段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円を超える方 72,900円

本人が
市民税課税

第6段階 合計所得金額が 120 万円未満の方 87,400円

第7段階 合計所得金額が 120 万円以上 200 万円未満の方 94,700円

第8段階 合計所得金額が 200 万円以上 300 万円未満の方 112,900円

第9段階 合計所得金額が 300 万円以上 400 万円未満の方 134,800円

第10段階 合計所得金額が 400 万円以上 500 万円未満の方 149,400円

第11段階 合計所得金額が 500 万円以上 600 万円未満の方 164,000円

第12段階 合計所得金額が 600 万円以上 700 万円未満の方 174,900円

第13段階 合計所得金額が 700 万円以上 800 万円未満の方 193,100円

第14段階 合計所得金額が 800 万円以上 1,000 万円未満の方 204,100円

第15段階 合計所得金額が 1,000 万円以上の方 218,700円

〇保険料の納め方 　平成 30年度の介護保険料（変更）決定通知書は 7月 6日㈮に発送予定です

◆特別徴収：年金からの差し引きで納める
　老齢基礎年金や退職年金、障害年金、遺族年金を年間 18 万円以上受給して
いる方は年金の定期支払いの際、あらかじめ保険料が差し引かれます。
◆普通徴収：納付書や口座振替で納める
　特別徴収の対象とならない方や、①～④に該当する方は特別徴収が始まるまでは普通徴収となります。
　①年度の途中で 65 歳になった方　　　　　　　②年度の途中で他市区町村から転入した方
　③年度の途中で所得段階が変更になった方　　④年度当初（4 月 1 日）の時点で年金を受けていなかった方
　なお、普通徴収から特別徴収に変更となった場合は、通知でお知らせします。

便利な口座振替を
ご利用ください！

◆納付が難しいときはお早めにご相談ください
　災害や生活困窮により、保険料を納めることが非常に困難なときは、申請により保険料が減免される場合があ
ります。納期限の 7 日前までに、市民税課へご相談ください。
◆安心してサービスを利用できるように保険料は必ず納めましょう
　特別な事情もなく保険料を納めないでいると、保険料を納付している方との公平を図るため、介護サービス利
用時に給付制限等の措置がとられます。

※上記の所得段階別保険料の表において、
　・1 ～ 5 段階の方の「合計所得金額」については、公的年金等に係る雑所得、および租税特別措置法に規定され
　　る長期譲渡所得または短期譲渡所得に係る特別控除額を差し引いて得た額とします
　・ 6 ～ 15 段階の方の「合計所得金額」については、租税特別措置法に規定される長期譲渡所得または短期譲渡所
　　得に係る特別控除額を差し引いて得た額とします
※ 合計所得金額がマイナスの場合は、０とみなします

　介護保険は、40 歳以上の皆さまに保険料を納めていただき、介護を必要とする方やその家族を社会全体で支え
ていくことで自立した生活を支援し、家族の介護負担を軽減することを目的とした「支えあい」「助け合い」の制
度で、国や県、市が負担する「公費」と皆さまが納める「介護保険料」を財源として運営されています。65 歳以
上の方が納める介護保険料は、制度運営に必要な財源の約 23% を占めています。健全な制度運営のため、保険
料の納付にご協力ください。

〔 〕

☎22–9541
☎22–9427
☎22–9444
☎22–9443
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【対象者】
　平成30年4月1日現在65歳以上で、老齢・退職
年金を受け取っており、①・②のいずれかに該当
する方
①公的年金の他にも収入があり、平成29年中に
受け取った公的年金所得に対して市県民税が課税
される方
②収入が公的年金のみで、平成29年中に受け取っ
た公的年金の合計が、148万円を超えている方
※対象者には、6月中に「市民税･県民税　納税通
知書」を郵送いたします

【特別徴収される市県民税】
　公的年金等にかかる市県民税額が公的年金から
差し引きされます。年金以外の所得にかかる税額
については、給与支払者からの特別徴収または、
納付書・口座振替で納めていただきます。

（1）平成29年度から引き続き、差引きになる方

納税方法
年金からの特別徴収（差引き）

仮徴収 本徴収

徴収月 4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 H31 年 2 月

税額
前年度年税額の 2 分の 1
を 4 月から 3 回に分けて
差引き

年税額から仮徴収分を引い
た額を 10 月から 3 回に分
けて差引き

【平成30年度】
市県民税の公的年金からの特別徴収について

【平成 30 年度の公的年金に係る市県民税の納付方法】

（2）年金からの差引きが平成30年度から開始になる方
　 （4月1日現在65歳の方等）

納税方法
普通徴収

（納付書または口座振替）
年金からの特別徴収

（差引き）
納期限・
徴収月

7 月 2 日㈪
（第 1 期）

8 月 31 日㈮
( 第 2 期）

10 月 12 月 H31 年 2 月

税額
年税額の半分を 2 回に分けて
納付書または口座振替で納付

年税額の残り半分を 10 月から 3
回に分けて差引き

「おくすり手帳」を活用しましょう!!

ごみの減量・資源化にご協力を！
　市民の皆さまから出された、可燃ごみ（燃やすごみ）のうち、約3割は、資源ごみとして
出せるものが含まれているといわれています。そのため、特に以下のお願いです。
① 雑紙は「紙・布類」の日に出しましょう！
　食料品などの空き箱やチラシなどの紙類を「可燃ごみ（燃やすごみ）」の日に出していませんか？大切な資源
です。雑誌等の間に挟むか、手提げ部分が紙の紙袋や封筒などに入れて「紙・布類」の日に出しましょう！
② プラ容器は、水で軽く洗ってから、出しましょう！
　少しでも汚れているからと、プラ容器を可燃ごみとして出していませんか？約3割は、水で軽く洗えば、「プ
ラ容器」の日に出せるものです。プラ容器は資源ごみとして、ベンチやパレットなどにリサイクルされます。
ちょっとしたひと手間ですが、ごみの資源化、減量化のため、皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

【訂正とお詫び】3月号の広報おやまと一緒に送付いたしました「平成30年度家庭ごみ収集カレンダー」の「プ
ラ容器」の部分の名称に誤りがありました。
誤）『ビニール袋』⇒正）『おかしの袋・レジ袋』となります。訂正してお詫びいたします。

◆「おくすり手帳」とは？
　自分が使っている薬の名前・量・日数・使用法などを記録できる手帳です。副作用歴、
アレルギーの有無、過去にかかった病気、体調の変化などについても記入できます。

【「おくすり手帳」のメリットをご紹介します！】
　◎ 「おくすり手帳」を活用することで、薬の飲み合わせや重複を
　　 チェックし、副作用や飲み合わせのリスクを減らします。
　◎ 薬の重複を減らすことで、医療費の節約にもつながります。
　◎ 副作用歴、アレルギー、過去にかかった病気などの情報を
　　 伝えることができ、適正な処方に役立ちます。
　◎ 旅行の際や、急に具合が悪くなったときなどに、自分の薬の情報を正確に伝えることができます。

【「おくすり手帳」の使い方】
　◎ 医療機関、薬局へ行くときは忘れずに持っていきましょう。
　　 （基本的な情報がすぐに伝わり、的確な治療の助けとなります！）
　◎「おくすり手帳」は１冊にまとめましょう。
　　（すべてのお薬をチェックしてもらいましょう！）
※医師や薬剤師と相談のうえ、「おくすり手帳」を活用し、健康管理に役立てていきましょう

　65歳以上の方で公的年金等を受給している方は、公的年金等にかかる市県民税が支給時に
差引き（特別徴収）になります。

問市民税課☎22–9424

問環境課☎22–9286

問国保年金課☎22–9415
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♦これから建物を建築される方へ（右図参照）
　建築基準法で定める幅員4ｍ未満の道路（建築基準法第42条2項道
路）に建築物の敷地が接する場合、その中心線から2ｍ(水路等がある
場合には反対側から4ｍ)の部分は道路とみなすことになっています。
　この部分にある門・塀などは建築行為がある場合、事前に移設また
は撤去等をしなければなりません。
◎道路後退用地整備事業
　市では、後退した土地の無償整備、寄付の受け入れ、非課税などの
措置ができるよう、道路後退用地の整備事業を行っています。
◎後退部分に関する注意
　建築工事完成後に、再度この後退部分に門・塀などを設置した場合、
法律違反となります。

安全で快適なまちづくりのために、ぜひご協力を！

※後退部分には、門・塀も造れません
※敷地面積からも除外されます

道路後退線

２
ｍ

２
ｍ

４
ｍ

４
ｍ
未
満

道路後退線

小山市空き家バンク制度
～空き家を有効活用しませんか？～
●空き家バンクとは
　売却や賃貸を希望する所有者から申込みを受けた市内の空き家の情報を、本市に移住や定住を希望している方
や、市内在住で住み替えを希望している方などに、市がホームページで提供するシステムです。
　下記に当てはまる方は、建築指導課空き家対策室までご相談ください。
①空き家を売りたい方、貸したい方　　　　　　　　　②空き家を買いたい方、借りたい方
③住み替え予定でマイホームを空き家にしたくない方　④空き家をお持ちで困っている方

防災ラジオ（販売と購入補助）
　「防災ラジオ」とは、ラジオの電源が確保されており、電波が受信可能な場所に置かれていれば、緊急情報が放
送される場合に、電源が自動的に入り、放送を聞くことができる、災害時の情報収集にとても有効なラジオです。
販　売　市がコミュニティ FM「おーラジ」を通じて発信する緊急情報を聞くことができる『防災ラジオ』の販
売をテレビ小山放送㈱（小山市八幡町1-6-6、☎23-2220）で行っています。
ラジオの価格　1台9,720円（消費税込み）
購入補助　市内在住で75歳以上の独居世帯の方が購入した場合、購入費の75％（100円
未満端数切捨て）を市が補助します。

問危機管理課☎39-6661

問建築指導課☎22–9233

♦木造住宅の耐震診断・耐震改修工事等の支援をご利用ください
小山市の耐震・アスベスト対策

◎アスベスト対策 ♦民間建築物吹付けアスベスト分析調査・除去工事等の支援をご利用ください
◆分析調査事業補助
○補助金額
　対象費用以内の額　（限度額25万円）

◎耐震対策

※補助金の交付には条件（要件）がありますので、事前に建築指導課へご相談ください

◆耐震診断補助
○対象住宅
　①昭和56年5月31日以前建築の一戸建て木造住宅
　　または併用住宅
　②自己用住宅
○補助金額
　①耐震診断に要する経費の2/3以内（限度額２万円）
　②耐震補強設計に要する経費の2/3以内
　　（限度額８万円）
　③耐震診断(耐震補強設計込み)に要する
　　経費の2/3以内(限度額10万円)

◆耐震改修工事補助
○補助金額
　①耐震改修工事の工事監理に要する
　　経費の1/2以内　(限度額7万円)
　②耐震改修工事に要する
　　経費の1/2以内(限度額60万円)
　③補助対象住宅に高齢者（65歳以上）や身体障が
　　い者等が同居している場合には5万円を加算
◆木造住宅耐震改修工事費の利子補給金制度
○利子補給率　年2％ (上限)
○利子補給期間　5年間
○利子補給対象額　融資額のうち500万円

◆除去等事業補助
○補助金額
　対象費用の2/3以内の額　(限度額180万円)

問建築指導課☎22–9233

問建築指導課☎22–9824
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対象となる方
　小山市で6月1日㈮現在、児童手当を受給している方
提出物
◆児童手当現況届（6月中旬に郵送されます）
　※裏面に保険証等のコピーの貼付が必要です
◆次の事項に該当する方は、別途書類の提出が必要です。
　・児童と別居している方
　・児童の父母以外の方が児童を養育している場合
　・離婚を前提とする等、配偶者と別居している方
提出方法
　同封の返信用封筒にて、6月中に郵送してください。中長期在留の外国人の方は、子育て包括支援課窓口に直
接提出してください。
　※公務員の方は勤務先での手続きとなります
　※現況届や不足書類の提出がない場合等、審査が完了しないと6月分からの手当は受給できません

児童手当現況届の提出について

日　時　6月16日㈯　13:30 ～ 16:00（開場13:00）　※入場無料
会　場　健康医療介護総合支援センター
　　　　　（神鳥谷2251-7、新小山市民病院東側）
内　容　基調講演　「助けられ上手は　助け上手」
　　　　　講師　酒井　保　氏（ご近所福祉クリエーター）
　　　　事例報告　「小山で取組む　向こう三軒両隣」～自治会における取組み～
　　　　　コーディネーター　池田　昌弘　氏
　　　　　　　　　　　　　　（NPO 全国コミュニティライフサポートセンター理事長）
　　　　小山市の取組み　「今までの取組みとこれから」　
　　　　　宮川　ゆり子　氏（第1層生活支援コーディネーター）　
申込み　6月11日㈪までに地域包括ケア推進課

問地域包括ケア推進課☎22–9647
地域支え合いフォーラム

問子育て包括支援課☎22–9634・9635

開運のまち小山であなたの未来を考えてみませんか？
問子育て包括支援課☎22–9604

1.「開運おやまDE 愛（であい）事業」～出会いの場の提供につながる取組み～
　　①とちぎ結婚支援センター小山（ロブレビル6階）の運営
　　　マッチングシステムを使って出会いの機会を提供しています。
　　②プロフィール登録
　　　子育て包括支援課で結婚を希望する方々の登録を受け付けています。
2.「小山市婚活サポーター事業」～お相手の紹介につながる取組み～
　　市が認定した14人の「小山市婚活サポーター」が、プロフィールを登録した方々にお相手を紹介し、お引
　き合わせします。　※必ず紹介できるものではありません
3.「結婚生活支援事業」～結婚生活をサポートする取組み～
　　結婚新生活支援事業補助金の交付
　　【事  業  内  容】新規に婚姻した世帯に対する住宅取得・賃借費用また引越費用を助成します。
　　【助     成    額】限度額30万円
　　【対象者の要件】※詳細は要確認
　　　①平成30年4月1日～平成31年3月31日までの間に婚姻届を提出した新婚世帯
　　　②夫婦の所得の合計額が340万円（平成29年1月1日～ 12月31日の所得額の合計）
　　　③夫婦共に婚姻日における年齢が34歳以下
4.市HP、広報おやま、おーラジ、おやまっ子開運子育てナビなどでの結婚支援に関する情報提供

～ 小山市結婚活動応援事業 ～

現代版「向こう三軒両隣」地域の絆を深めよう



◆おやま和牛生産性向上対策拠点施設整備事業（新規）
問農政課☎22-9252

　近年、和牛素牛価格の高騰が続いています。その対
策として、市内の肥育農家が生産した子牛を預かり育
成するための子牛育成施設を整備し、低コストな子牛
の生産に取り組んでいきます。
◆おやま和牛繁殖育成創生事業（新規）

問農政課☎22-9252
　和牛子牛育成施設の管理運営体制を整備し、また和
牛の繁殖に必要な技術取得にかかる経費を補助するこ
と等により、繁殖・肥育一貫経営や受精卵移植による
子牛の生産の導入・拡大を推進し、素牛導入経費の削
減を図っていきます。
◆新規工業団地開発推進事業（小山東部第二工業団
地・テクノパーク小山南部）（拡大）

問工業振興課☎22-9385
　圏央道の開通により新４号国道を通じた東京方面へ
の利便性が高まることから、分譲が完了した小山第四
工業団地に続く新たな企業立地の受け皿として2カ所
の新規工業団地の開発を推進しています。梁・高椅地
内の小山東部第二工業団地は、昨年度から平成31年
度までの予定で造成工事に着手しており、本年度から
は予約分譲を開始します。塚崎・東野田・武井地内の
テクノパーク小山南部は、昨年度に関連法令の調整お
よび用地買収が終了したことから、本年度より造成工
事に着手する予定です。

平成30年度　小山市新規施策シリーズ（2）問…問合せ先

産業の振興による
新たな雇用の創出のために

まち・ひと・しごと創生総合戦略、地方創生の推進

◆「開運のまち　おやま」デスティネーションキャン
ペーン（DC）（新規）  問商業観光課☎22-9273
　平成30年春季に本番を迎えた栃木DCにおいて、小
山市はターゲットを明確化し、テーマにストーリー性
を持たせることで深化させた全13回の小山市版DC特
別ツアー等を実施し、さらに「おーバス」の主要観光
施設までの延伸・増便やレンタカーの観光利用促進な
ど、鉄道駅からの交通手段強化施策を実施し、東京圏
からのさらなる誘客と観光周遊しやすい環境作りに努
め、市経済のさらなる活性化を図ります。
◆2020年東京オリンピック・パラリンピック開催を見
据えた小山市インバウンド3カ年計画推進事業（新規）

問総合政策課☎22-9829
　人口減少社会における課題への早期対応の一手段と
して2020年に開催される東京オリンピック・パラリ
ンピックを見据えたインバウンド（訪日旅行者誘客）
に着目をした計画を平成29年度に策定しました。今
年度は、この計画を元にインバウンド事業を推進し、
多くの訪日旅行者に小山市を訪れていただく等、本市
の交流人口の増大を図ることで、地域経済の活性化を
目指します。
◆海外販路拡大推進事業（新規）問総合政策課☎22-9829
　人口減少社会における国内市場の縮小や規制緩和に
よる国際市場の参入等、急速に変化する社会に対応す
るため、国、栃木県および関係団体と連携し、市内事
業者の海外販路拡大に関する取組を支援します。
　今年度は、事業者のニーズに合わせた各種セミナー
の実施、茨城空港を活用したPRや海外バイヤー視察
受入と事業者へのマッチング等を行い海外販路拡大を
目指します。

新しい人の流れの創出のために

◆おやま暮らしお試しの家体験宿泊開始（新規）
問建築指導課☎22-9824

　市外からの移住を検討している方に、空家をリ
フォームして必要な家電製品などを備えた「お試しの
家」での「おやま暮らし」を提供することにより、風
土や日常生活を体験してもらい、小山市への移住・定
住の促進を図ります。
◆農泊推進事業（新規）  問農政課☎22-9208
　渡良瀬遊水地や恵み豊かな田園環境などの地域資源
を体験する「グリーン・ツーリズム事業」に、古民家
や農家住宅に宿泊する農泊事業を加え、都市部住民や
外国人観光客を含めた、多様な人々と地元住民との交
流を推進していきます。
◆小山市スポーツ・ツーリズム基本構想の策定（新規）

問生涯スポーツ課☎21-2695
　スポーツ観戦やスポーツイベントへの参加、合宿な
ど、市外からの来訪等による地域活性化といったス
ポーツ・ツーリズムを、7月にオープンする小山市開
運スポーツ合宿所（旧小山運動公園管理棟）を拠点と
して、スポーツを活用した地域創生と地域経済の活性
化を図っていきます。
　今年度は、スポーツ立市振興計画とあわせて基本方
針および基本構想を策定します。

出会いから結婚・妊娠・出産・
子育ての希望の実現のために

◆「とちぎ結婚支援センター小山」の運営（新規）
問子育て包括支援課☎22-9604

　人口減少・少子化対策を重点施策と位置づけ、「結
婚・出産・子育ての希望の実現」を目標とし、出会い
の場の創出に取り組んでいます。
　結婚を望む独身の男女に、より効果的・効率的な結
婚支援を行うため、とちぎ未来クラブのマッチングシ
ステムを活用し１対１の出会いをサポートする「とち
ぎ結婚支援センター小山」を運営します。
（場所：ロブレ6階）
◆学童保育館施設整備事業（拡大）

問こども課☎22-9638
　放課後等の時間に保護者が家庭にいない児童の健全
な育成を図るため、適切な遊びおよび生活の場となる
学童保育館の整備を進めています。本年度は、小山城
南地区新設小学校の学童保育館および絹義務教育学校
学童保育館の整備を行います。
◆子どもの貧困の実態調査および子育て支援ニーズ調
査（新規）  問子育て包括支援課☎22-9604
　平成27年3月に策定された「子ども・子育て支援事
業計画」と「子どもの貧困撲滅5か年計画」の次期計
画策定が平成31年度となるため、平成30年度は計画
に反映させることを目的に、子どもの貧困の実態調査
および子育て環境におけるニーズ調査を実施します。
◆産後ケア事業（新規）  問健康増進課☎22-9525
　出産後の産婦さんは女性ホルモン等の乱れから、産
後うつを発症しやすく、育児への不安ももちやすくな
ります。市では、産後に家族等から育児などの援助が
十分うけられず、心身の不調や育児不安がある方への
支援の一環として、「産後ケア事業」を実施します。
宿泊や日帰りまたは訪問で、医療機関等の助産師から
心身のケアや育児指導を受けられるサービスです。事
業の詳細や開始時期については、改めてお知らせしま
す。
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おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

コウノトリ（ひかる君、雄、２才）が巣作り
～コウノトリが飛び回る環境づくりに努力～

　小山市は、地域創生の目玉として、渡良瀬遊水地の
「コウノトリ・トキの野生復帰」をはじめとする渡良瀬
遊水地の「賢明な活用の 3 本柱」を推進するための「第
2 期渡良瀬遊水地関連振興計画（2018 ～ 2022）」を 3
月に策定しました。
　人口減少の時代に即応した交流人口の増大、インバ
ウンドの推進を見据え、渡良瀬遊水地とその周辺地域
の自然環境や伝統文化、地場産業等、数多くの渡良瀬
遊水地周辺の魅力を来訪者にわかりやすく伝え、渡良
瀬遊水地に多くの人々を呼び込み、観光地化を図るこ
とを目的にしています。
　この様な中、午前 9 時から渡良瀬遊水地で生態系に
悪影響を及ぼす、ヤナギ・セイタカアワダチソウなど
の除去作業が行われていた 2 月 17 日、国特別天然記
念物のコウノトリが、昨年 8 月に続き再び、環境学習
フィールド 3 に飛来しました。コウノトリが遊水地に
飛来するのは、2014 年以来 5 年連続で 6 回目です。
　このコウノトリは 2016 年 3 月に千葉県野田市で生
まれ、6 月に放鳥された雄の「ひかる」で、2 月 17 日
に飛来して以降、ライオンズクラブ国際協会 333 複合
地区が寄贈し、23 日初めて渡良瀬遊水地内に設置され
た高さ約 12m の人工巣塔の柱の頂上部に設けられた、
直径約 1.6m のすり鉢状の巣台に小枝や枯れ草を運ぶ巣
作りを始めました。
　千葉県神栖市付近に雌の「未来（みき）」がいるもの
の、残念ながら近くに雌はおらず、雄単独で巣作りす
る習性の可能性が高いのですが、その後も遠出をして
もこの巣に戻ってきており、5 月に入っても渡良瀬遊
水地での“滞在”が確認されており、これまでの連続
飛来日数だった昨年 8 月の連続 13 日間を大幅に上回っ
ています。
　コウノトリは湿地や水田のカエルやドジョウ、小魚、
昆虫などを食べます。
　小山市では、「餌場の拡大」を目的として、渡良瀬遊
水地周辺の水田でカエルや小魚、昆虫類が生息し餌場
となるよう、無農薬、無化学肥料で冬にも田に水を張
る「ふゆみずたんぼ」、減農薬、減化学肥料の特別栽培
米「生井っこ」に取り組んでいます。

　コウノトリは豊かな生態
系が保たれていることを示
す象徴であり、コウノトリ
の野生復帰を支える地域の
人々の努力に感謝するとと
もに、この取り組みを持続・
拡大して、より多くのコウ
ノトリが渡良瀬遊水地を飛
び回る環境づくりに努めて
まいります。

　
最
強
ラ
ー
メ
ン
祭
２
０
１
８
ｉ
ｎ
小

山
が
、
４
月
７
日
㈯
～
30
日
㈪
ま
で
の

土
日
祝
日
に
、
延
べ
９
日
間
、
小
山
御

殿
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
外
の
人
気
店
が
週
替
わ
り
で
出

店
し
、
９
日
間
合
計
で
お
よ
そ
７
５
，

０
０
０
人
の
ラ
ー
メ
ン
フ
ァ
ン
が
来
場

し
て
、
人
気
店
の
ラ
ー
メ
ン
を
堪
能
し

て
い
ま
し
た
。
フ
ァ
ン
の
中
に
は
、
毎

週
の
よ
う
に
来
場
し
て
い
る
人
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

田間血方神社春例祭
　4 月 14 日と 15 日、市内田間
血方神社で、市指定無形民俗文
化財の神楽が奉納されました。
　神楽の演目は 12 座で、「五行
の舞」は、稚児舞ともいわれ、
五穀豊穣を願い地元の女児が演じます。
　境内には多くの参拝者や写真愛好家が、女児たちの
披露する舞をカメラに収めようと集まっていました。
国史跡 摩利支天塚・琵琶塚古墳資料館オープン
　4 月 21 日、市内飯塚の国史跡摩利支天塚・琵琶塚古
墳資料館が開館し、オープニングイベントとして同資
料館の敷地内の広場では、古墳シンガーのまりこふん
さんのコンサートや、7 世紀の末頃、下野国出身で中
央政界で活躍した下野古麻呂の市民劇の上演などが行
われました。また、高所作業車を使った「空から古墳

を見る体験コーナー」には、多く
の来場者が参加しました。資料館
の展示室には、摩利支天塚古墳・
琵琶塚古墳から出土した埴輪や装
飾品類を展示しています。

マルベリーワインお披露目会
　4 月 29 日、市内で収穫した桑の実
を原料とした「マルベリーワイン」の
完成お披露目会が行われました。
　農福連携により、地域の高齢者や障
がい者が植栽や収穫を行った桑の実で
製造されたマルベリーワインは、口当
たりがよく、爽やかな風味が特徴で、
アントシアニンなどのポリフェノール
を多く含んでいます。
関東の奇祭！間々田のジャガマイタ

　5 月 5 日、関東の奇祭、「間々田
のジャガマイタ」が間々田八幡宮
で行われました。
　約 400 年前から続く間々田地区
の伝統行事で、全長約 15m の巨大
な 7 体の蛇（ジャ）が境内に集まり、
各町内に出発する前には、境内の
弁天池で祭の見どころの一つであ
るミズノミを行います。
　その後、各町内では中学生を中
心とした担ぎ手たちの、「ジャーガ
マイタ、ジャガマイタ」の掛け声
が響いていました。



大
谷
村
役
場
の
新
築
開
場
式

　
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
の
町
村
制
施
行
を

前
提
に
町
村
合
併
が
実
施
さ
れ
、
市
域
の
86
ケ

村
は
、
１
町
９
ケ
村
に
統
合
・
再
編
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
一
つ
の
大
谷
村
は
、
小
山
宿
外
13
ケ
村

連
合
戸こ

ち
ょ
う長

役
場
（
戸
長
・
田
村
達
三
郎
）
管
轄

下
に
あ
っ
た
泉
崎
・
土
塔
・
犬
塚
・
中
久
喜
・

横
倉
・
横
倉
新
田
・
雨
ケ
谷
・
雨
ケ
谷
新
田
・

田
間
・
向
原
新
田
の
10
ケ
村
と
、
間
々
田
宿
外

11
ケ
村
戸
長
役
場
管
轄
下
に
あ
っ
た
東
野
田
・

塚
崎
・
武
井
・
南
和
泉
の
４
ケ
村
が
統
合
し
、

村
名
を
大
谷
郷
に
因
ん
で
大
谷
村
と
し
ま
し

た
。
役
場
は
村
の
中
央
部
の
大
字
雨
ケ
谷
下
18

番
地
に
設
置
し
、
初
代
村
長
に
鈴
木
千
代
三
郎

が
就
任
し
ま
し
た
。
村
は
市
域
最
大
の
面
積
30.2

㎢
、
南
北
12.5
㎞
、
東
西
3.7
㎞
で
し
た
。
地
形
は

多
少
の
起
伏
は
あ
り
ま
し
た
が
大
体
平
坦
で
、

山
林
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
村
役
場
の
事
務
は
、
政
府
か
ら
委
任

さ
れ
た
兵
役
・
戸
籍
・
河
川
・
道
路
・
土
地
利

用
・
伝
染
病
予
防
・
小
学
校
な
ど
に
関
す
る
こ

と
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
勢
い
「
お
上

の
役
場
」
に
な
る
傾
向
は
否
め
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
村
で
名
望
と
権
威
を
も
ち
、
行
政
的
に
有

能
な
名
望
家
が
村
長
や
助
役
に
な
り
、
村
政
の

運
営
に
支
障
は
生
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
明
治
35
（
１
９
０
２
）
年
５
月
、
新
し
い
役

場
庁
舎
が
従
前
の
雨
ケ
谷
に
竣
工
し
ま
し
た
。

開
場
式
当
日
、
煙
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
役
場

吏
員
を
は
じ
め
、
村
会
議
員
、
区
長
ら
が
準

備
・
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。
式
は
来
賓
の

溝み
ぞ
べ
い
い
く

部
惟
幾
栃
木
県
知
事
、
吉
屋
雄
一
下
都
賀
郡

長
、
関
角
之
助
県
会
議
員
（
武
井
）、
村
会
議

員
代
表
山
中
茂
三
郎
（
東
野
田
）
ら
の
祝
辞
や

祝
詞
、
石
塚
善
四
郎
村
長
（
南
和
泉
）
の
答
辞

が
あ
り
ま
し
た
。
場
内
を
埋
め
つ
く
し
た
村
民

に
も
新
役
場
内
の
縦
覧
が
許
さ
れ
、
結
城
館
か

ら
取
り
寄
せ
た
折
り
詰
め
の
饗
応
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
年
の
９
月
、
大
暴
風
雨
（
足
尾
台
風
）

が
県
下
を
襲
い
ま
し
た
。
市
域
の
３
小
学
校
の

校
舎
が
倒
壊
し
、
多
く
の
民
家
に
も
被
害
が
出

ま
し
た
。
古こ

ろ
う老

は
「
艮

う
し
と
らの

風
」（
北
東
の
風
。

鬼
門
の
方
角
）
と
伝
え
て
い
ま
す
。
県
南
地
方

は
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、大
貯
水
池
（
遊
水
地
）

の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
ま
し
た
。

小
山
歴
史
研
究
会
　
小
森
谷
　
昭
平
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シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
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明
治
の
村 

ー
合
併
と
村
名
変
更
ー

　
江
戸
時
代
に
分
村
し
た
村
や
戸
数
・
人
口
の
少
な
い
村
は
、

明
治
期
に
合
併
し
ま
し
た
。

　
明
治
７
（
1
8
7
4
）
年
、
上
・
中
・
下
福
良
村
が
福
良
村
、

同
９
年
に
和
泉
新
田
と
野
田
新
田
が
和
泉
村
、
篠
原
村
と
船

戸
村
が
田
川
村
、
上
・
下
梁
村
が
梁
村
、
上
・
下
萱
橋
村
が

萱
橋
村
、
上
・
中
・
下
高
椅
村
が
高
椅
村
、
大
内
川
村
と
岡

村
が
大
本
村
、
小

宅
村
と
桶
田
村
が

小
宅
村
、
生
井
新

田
が
生
良
村
、
同

10
年
飯
田
新
田
が

平
和
村
と
な
り
ま

し
た
。
同
12
年
に

は
「
同
一
郡
内
ニ

同
称
ノ
村
名
ハ
不

都
合
」
と
さ
れ
、

東
野
田
、
南
和
泉
、

南
小
林
、
南
飯
田
、

南
半
田
、
東
山
田
、

北
飯
田
の
各
村
と

改
称
さ
れ
ま
し
た
。

同
21
年
の
町
村
合

併
で
、
江
戸
時
代

の
村
名
は
大
字
名

と
し
て
残
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

大谷村道路元標
（市指定文化財　大谷南小学校蔵）

大谷村の御大典記念
（雨ヶ谷。『小山市史』通史編Ⅲより）



小山市消防団　夏季点検
　地域防災の中核としての役割を担う消防団員が、常日頃からの訓練成果を点検・披露する「小山市消防団夏季
点検」を実施します。是非ご覧いただき、安全・安心のために活動する消防団員への激励をお願いします。

地　区 会　場 地　区 会　場
小山 小山城南小学校 美田 穂積グラウンド
大谷 大谷北小学校 桑絹 羽川西小学校

間々田 間々田東小学校

日時：7月1日㈰ 6:45 ～ 9:30

問消防本部総務課☎39-6655

大雨・土砂災害に備えて
　毎年6月から10月の間は、前線や台風などで河川が増水し、洪水が発生しやすいことから「出水期」と呼び、
警戒を強めることとしています。河川の増水や道路冠水などは短時間で発生することがあるため、避難が遅れる
と命にかかわります。特に高齢者や子どものいる家庭は、早い段階から避難することが重要です。
　早めの避難行動をとるために、気象情報や、河川の水位、雨量の情報などに注意しましょう。市からも「コミュ
ニティＦＭ『おーラジ』、ホームページ、小山市安全安心情報メール」などを活用して、避難勧告・避難指示など
が発令されます。情報に注意して、早めに避難するようにしましょう。

◆避難が遅れたときは、建物の2階以上へ！
　浸水により、水の深さが50センチメートル（膝上あたり）を上回ると、避難することは非常に危険です。また、
それ以下の浸水であっても、水の流れによっては歩くことも困難になってきます。
　市は、気象状況や河川の水位状況に合わせて避難情報を発表しますが、各地区の個別の浸水状況全てを把握す
ることはできません。そのため、地区によっては市の避難情報を待たずに避難することも時には必要です。
　夜間や激しい降雨時、道路冠水時など避難経路上の危険箇所の把握が困難な場合は、避難所への移動は極力避け、
自宅などの2階以上に緊急避難してください。

問危機管理課☎39-6661

種　類 説　明
避難準備・
高齢者等避難開始

高齢者や障がい者など、避難行動に時間のかかる方に対し、避難行動を促すため発令する
ものです。その他の方も、すぐに避難できるよう、準備を開始してください。

避難勧告 災害の発生する可能性が高まった時に発令するものです。速やかに、避難行動を開始して
ください。

避難指示（緊急） 洪水など被害の危険が、著しく切迫している時に発令するものです。まだ避難していない
場合は、身の安全を守りながら、直ちに避難行動を開始してください。

◆市の避難情報を正しく理解しましょう！

◆大雨時には早めの避難を！
　浸水危険区域や過去に内水の被害があった地域にお住まいの方は、大雨の際や台風の接近が予測される場合、
早めに近くの避難所等の安全な場所に避難しましょう。また、夜間に大雨が予測される際には、暗くなる前に避
難することがより安全です。特に高齢者等の支援が必要な方がいる場合、移動時間を考え早めに行動しましょう。

　市役所本庁舎の「建替え整備」に向けた埋蔵文化財の発掘調査（本調査）を行うため、調査範囲となる本庁舎
前駐車場を規制します。規制中はご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

規制期間：6月上旬から11月下旬（予定）
市役所本庁舎前駐車場の規制 問総合政策課本庁舎整備推進室☎22-9862

　生涯学習課☎22-9826

　小山市では、市内小学校、中学校、義務教育学校に勤務する教職員の働き方改革を推進しています。平成29年
度には、「小山市教職員の働き方改革の推進について」の提言を受け、教職員が子どもたちの豊かな成長のために、
健康で充実した勤務ができるよう、環境整備を進めています。
　その一環とし、平成30年度より、教職員の休暇取得を促進するために、夏季休業中に学校閉庁日を設けること
としました。市民の皆さまの、ご理解、ご協力をよろしくお願いします。
学校閉庁期間：8月13日㈪～ 16日㈭
閉庁期間の対応：期間内は、各学校の電話は留守番電話対応となります。緊急連絡は、学校教育課へお願いします。
緊急連絡先：学校教育課学務管理係（☎22–9654）、学校教育課教育指導係（☎22–9655）

問学校教育課☎22–9654

教職員の働き方改革～小山市内小・中・義務教育学校は、
夏季休業中に学校閉庁日を設けます～

11　広報小山 2018.6月号



第13回おやま地産地消・食育フェア
日時：6月24日㈰ 9:00 ～ 15:00　会場：道の駅思川
内容
○第10回学校対抗食育かるたとり大会…食育を楽しみながら学べる小山市の「食育かるた」を活用した大会です
○かんぴょうむき実演＆体験…夕顔の実を手かんなでむいてかんぴょうを作ってみよう！
○食育ふれあい広場…楽しいクイズやゲームで食と農を学ぼう
○野菜スタンプでオリジナルグッズ作り（当日受付順、材料費のみ負担）
○小山の食材で健康に！…しいたけの試食およびはとむぎ茶の試飲
○料理教室　6月7日㈭9:00から電話受付（要事前予約、当日空きがあれば参加可）

親子クッキング（要予約） 親子料理教室（要予約）
時　間 9:30 ～ 13:00 ～、14:00 ～

内　容 はとむぎクッキー
とちおとめクリームゼリー

はとむぎ白玉団子
米粉カップケーキ

参加費 500円
定　員 各小学生親子20組
持ち物 エプロン、三角巾、ふきん2枚

第16回男女共同参画フェア
～みんなで築こう参画社会～

日時：6月23日㈯　開場12:45・開会13:00　会場：文化センター小ホール　※入場無料
内容
○基調講演「笑って考えよう！ワーク・ライフ・バランス～男の家事が社会を救う～」
　講師：瀬地山　角（せちやま　かく）氏　（東京大学大学院総合文化研究科教授）
○小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者認定証交付式・取組発表　
○男女共同参画に関する作品の表彰・展示
○小山児童合唱団による合唱
○その他　東松島市・熊本応援物産販売、市内授産施設による販売
※手話通訳、託児あり（6/15㈮までに要申込）

問農政課☎22-9257

問男女共同参画課☎22-8078

【瀬地山　角氏】

　今話題の「ワーク・ライフ・バランス」。「仕事と生活の調和」の取組を始めることで働く人も企業も元気にな
ります。フェアを通じて毎日の仕事、毎日の生活について振り返りながら一緒に考えてみませんか？

思川の流しびな
～おやまブランド「下野人形（しもつけひとがた）」に思いをこめて～

問（一社）小山市観光協会☎30-4772
下野人形代表　諏訪ちひろ☎22-2572

日時：7月1日㈰ 受付9:30・開会10:00　　会場：観晃橋東側下 思川河畔
内容：小山児童合唱団による合唱の披露など
※どなたでも参加可。浴衣での参加者先着50人に「流しびな」をプレゼント

　浴衣姿のおとなや子どもたちが紙やわらで作られた人形をのせた舟を手に、
思川河畔に集い、さまざまな願いをお雛さまに託して流します。

小山祇園祭・少年少女甲冑隊募集 問（一社）小山市観光協会☎30-4772

日時：7月15日㈰13:30 ～ 16:30　　場所：須賀神社参道～足利銀行小山支店前交差点
対象：小学校および義務教育学校3 ～ 6年生・先着28人

　小山祇園祭では、元気な少年少女「小山評定」甲冑パレードの参加者を募集します。
この機会にぜひ、甲冑体験してみませんか？

菊作り講習会 問小山晃思会事務局（商業観光課）☎22-9274

日時：6月30日㈯10:00 ～ 11:30　　会場：道の駅思川 
参加料：500円　　定員：先着30人（要事前予約、当日空きがあれば参加可）

　菊作りの基本を楽しく学びませんか？初心者の方にも講師が丁寧にアドバイス
しますので、お気軽にお申込みください！作った菊はお持ち帰りできます。
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おやま田んぼアート見学会および
スタンプラリーのお知らせについて

問農村整備課☎22-9262

●見学会
日　　時：6月30日㈯、7月8日㈰
場　　所：美田会場、渡良瀬遊水地会場、間々田会場、絹会場
交通手段：各会場に駐車スペース有り
そ の 他：会場で軽食や旬の朝採り野菜の販売を予定
　　　　　詳細は、おやま田んぼアートオフィシャルサイト
　　　　　(https://oyamatanboart.com)をご確認ください

おやまサマーフェスティバル2018について

日　　時：7月28日㈯15:30 ～ 21:30（雨天決行）
場　　所：市役所西側駐車場
条　　件：市内居住者個人または市内の会社・団体に限る
　　　　　※応募者多数の場合、先着順にて出店者を決定する場合もあります
受　　付：6月14日㈭まで、詳細は市ホームページをご覧ください

おやまサマーフェスティバル2018・オープニングカーニバルの出店者を募集します
問おやまサマーフェスティバル2018事務局（商業観光課）☎22-9273

集えキッズたちよ！「第6回ダンスおやま評定」参加者募集！！
おやまサマーフェスティバル2018オープニングカーニバルにおいて「キッズ・ダンスセッション」を行います。
日　　時：7月28日㈯　前半：16:05 ～ 16:50　後半：17:40 ～ 19:20（予定）
場　　所：市役所西側駐車場特設メインステージ
参加資格：出演者が中学生以下・2人以上のチーム・オリジナルダンスであること（ジャンル不問）
条　　件：参加費は無料※応募者多数の場合、先着順にて出場者を決定する場合もあります
受　　付：6月21日㈭まで、詳細は市ホームページをご覧ください
おやまサマーフェスティバル2018有料観覧席販売

小山の花火有料観覧席販売窓口（6月1日㈮から）
・㈱ＪＴＢ小山店（小山市城山町3-7-1）
・大山旅行サービス（小山市犬塚2-8-5）
・楽天チケット　ほか各種インターネットサービス対応予定	

※2018年より、安全で楽し
みやすい花火大会の実現に向
けて、市役所側の河川敷・芝
生部分を「芝生席」（有料ゾー
ン）とさせていただきます
※チケットは、当日販売もあ
りますが、予約優先となりま
すので、お早めの購入をお勧
めいたします

　5月26日㈯、5月27日㈰、6月2日㈯、6月3日㈰に田植えを行った田んぼアートが、田植えから約1カ月が経ち
絵柄が明確となり見ごろを迎えます。見学会およびスタンプラリーにぜひご参加ください。

●スタンプラリー
期　　間：6月4日㈪～ 9月下旬
内　　容：スタンプ台を各会場の見学スポット付近
　　　　　に設置し、見学者が田んぼアートの見学
　　　　　と併せて自由にスタンプを押す
　　　　　※スタンプラリー台紙は市ホームページ
　　　　　でダウンロード

種　類 料　金
テーブル席Ａ（堤防上段前列）【最大6人、テーブル1台、イス6脚】 25,000円
テーブル席Ｂ（堤防上段後列）【最大6人、テーブル1台、イス6脚】 23,000円
テーブル席Ｃ（堤防中段）【最大6人、テーブル1台、イス6脚】 21,000円
マス席【最大5人、180㎝四方のスペース】 15,000円
プレミアムリクライニング席【ペア席】 15,000円
階段席【個人席】 2,000円
芝生席【最大4人、180cm四方のスペース】※今年からの新座種 2,000円

【購入についての問合せ】（6月1日㈮から）
小山の花火有料席センター☎028-341-2550
(平日10:00 ～ 17:30　土日･祝日は休み)

絹会場

小山駅
小山市役所

美田会場

間々田会場

渡良瀬遊水地会場

本誌5月号P5「おやま田んぼアート　田植え体験参加者募集」内の画像説明文に誤りがあ
りましたので、お詫びするとともに訂正します。　
（誤）週間チャンピオン→（正）週刊少年チャンピオン13　広報小山 2018.6月号



第28回フェスタin鬼怒川～ 魚のつかみどり ～
日　時：7月21日㈯9:00受付開始・9:30開催（雨天中止・中止の場合は会場近くで魚を配布）
会　場：鬼怒川中島橋下河川敷特設会場
内　容：◆子どもたちによる「魚のつかみどり」※つかみどりした魚はその場で焼いて食べることができます
　　　　◆安全で安心な農作物・軽食・飲料水の販売
　　　　◆地元消防団による放水デモンストレーション
　　　　◆地元漁業協同組合による投網実演
対　象：小山市内および結城市内に居住する親子で先着1,100人
　　　　（小山市民1,000人、結城市民100人）
　　　　※定員になり次第締切。子どもは満3歳以上小学生・義務教育学校6年生以下。
　　　　　未就学児の魚のつかみどりには付き添いが必要
参加料：1人200円【当日支払い】（当日不参加や中止の場合は支払い不要）
申込み：6月13日㈬～ 15日㈮の9:00 ～ 17:00に建設政策課☎22-9204

問建設政策課
☎22-9204

問教育総務課☎22-9646

　白鷗大学や小山工業高等専門学校、関東職業能力開発大学校と連携して、将来を担うこどもた
ちの知的好奇心を刺激し、学問への憧れを抱く学ぶの機会を提供することを目的に、小学生に対
し、第7回目となる「キッズ・ユニバーシティ・おやま2018」を実施します。

対　象：小山市・下野市・野木町・結城市在住の小学校および
　　　　義務教育学校6年生※保護者の方も参加見学できます
参加料：無料（昼食代は自己負担）
申込み：講座内容や申込み方法などの詳細は市ホームページでご確認ください
　　　　※申込み多数の場合は抽選

日　時 会　場 定　員

  8月  4日㈯10:00 ～ 16:25 小山工業高等専門学校 45人

10月  8日㈪  9:30 ～ 15:30 白鷗大学 60人

10月28日㈰ 9:30 ～ 15:30 関東職業能力開発大学校 30人

キッズ・ユニバーシティ・おやま2018

▲まち歩きの様子

▲ワークショップ

日　時： 8 月 6 日㈪・7 日㈫ 9:00 ～ 16:00
　　　   ※ 集合・解散　小山市役所（変更の可能性あり）
対　象：市内の小学校・義務教育学校 4 ～ 6 年生・先着 20 人
参加料：無料（昼食 ･ 飲物をご持参ください）
内　容：①寒川地区でのまち歩き ※ 移動は市バスを利用
　　　　　大学生と一緒に、班に分かれて昔のモノ・面白いモノを探して集落
　　　　　内を探検します。発見したモノを使ってみたり、地域の人からお話
　　　　　を聞いたりします。
            ②ワークショップ
　　　　　まち歩きの発見や体験の内容を、大学生の皆さんと一緒に、みんな
　　　　　で話し合い地図にまとめ、発表し合います。
申込み：下記の①②を電話、FAX またはメールにて
　　　　 7 月 23 日㈪までに文化振興課へ
　　　    ①子どもの氏名、性別、学校、学年
　　　    ②保護者の氏名、住所、電話番号（携帯推奨）
             ※日程・場所等の詳細は、後日郵送で通知します
　　　　 ※ 定員になり次第募集を締め切ります

夏休み小学生歴史体験事業
「第6回こども小山評定」 参加者募集

　小山には、古い建物や道具がまだまだたくさん残っています。夏休みの 2 日間、まちづくりを学んでいる大学
生の皆さんと地域の歴史を見て、聞いて、触って、未来の小山について考えてみませんか？

問文化振興課
☎22–9668・FAX22–9560

d-bunka@city.oyama.tochigi.jp
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関東どまんなかサミット情報
　小山市とともに、「関東どまんなかサミット会議」を構成する 4 県 3 市 2 町（栃木県栃木市、野木町、茨城県古河市、
埼玉県加須市、群馬県板倉町）のイベント等の情報です。

　「追悼・粒来哲蔵Ⅰ - 詩人の生涯 -」「鷹見久太郎
とコドモノクニ - 四季の風物詩 -」の展示を行います。
期間　7 月 26 日㈭まで
時間　9:00～17:00（入館は16:30まで)
場所　古河文学館(中央町3–10–21)
費用　大人200円、小中高生50円
問古河文学館☎0280-21-1129

古河市（茨城県） 古河文学館テーマ展

栃木市（栃木県） とちぎ蔵の街美術館「松本かつぢかわいい！づくし」
　抒情画家・漫画家・童画家・グッズクリエイター
として多彩な才能を発揮した松本かつぢの魅力をご
紹介。
会期　7月16日㈪まで。
　　　※月曜休館（祝日の場合は翌日休館）
開館時間　9:00～17:00（入館16:30まで）
場所　とちぎ蔵の街美術館（栃木市旭町）
入場料　高校生以上500円、中学生以下無料
問とちぎ蔵の街美術館☎0282-20-8228

問秘書広報課☎22–9353

加須市（埼玉県）騎西あじさい祭り
　「ふじとあじさいの道」に咲く約１万株以上の色
とりどりのあじさいをご鑑賞ください。
期間　6月1日㈮～30日㈯
イベント　6月17日㈰9:30～15:00　※雨天決行
会場　玉敷公園・ふじとあじさいの道・騎西文化学習センター
内容　人力車搭乗体験、あじさいロードスタンプラリー等
問加須市観光協会騎西支部事務局☎0480-73-1111

　自然豊かな渡良瀬遊水地や野木町煉瓦窯等の観光
スポットを巡ってみませんか。利用料無料。
利用時間　 4月～9月・9:00～18:00
　　　　　10月～3月・9:00～16:00
利用方法　小学3年生以上の方（小学生は保護者同伴）
　　　　　※身分証明書をご持参ください
貸出場所　野木ホフマン館、きらり館、
　　　　　JR野木駅西口セブンイレブン
問野木町産業課☎0280-57-4153

野木町（栃木県）レンタサイクルをご利用ください

板倉町（群馬県）板倉海洋センター（プール）をご利用ください
利用時間　7月1日㈰～8月31日㈮9:00～16:00（正午～13:00は休憩時間）
休館日　月曜日（祝日の場合は火曜日休館）　料金　高校生以上100円、小中学生50円、幼児（3歳以上）無料
利用上の注意　小学3年生以下が利用する場合は、保護者の同伴
問板倉町海洋センター（板倉町大字岩田1062）☎0276-82-0858

　こんにちは、地域おこし協力隊の伴瀬です。協力隊に就任してから早いもので、今月で半年にな
ります。私は「渡良瀬遊水地を活用した観光地化事業」を担当しています。主に、「自然観察・自
然体験事業の支援」や「観光体験メニューの企画」、「地域づくりへの参加」などがあります。
　自然観察・自然体験事業の支援として、昨年12月に発足した「小山市渡良瀬遊水地エコツーリ
ズムガイド協会」の運営支援を行っており、児童校外学習や団体視察等の受付や、各種イベント
にてボランティアガイドの方と一緒に渡良瀬遊水地をアピールしています。
　また、SNSを通じて、日々渡良瀬遊水地の魅力を発信しています。フォローや、いいね！をし
ていただけると励みになります。
応援よろしくお願いします。

小山市地域おこし協力隊の活動紹介 問総合政策課☎22–9218
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　平成31年3月に大学・短大・高専・専門学校等を卒業予定の方や、卒業後3年以内の方を対象に合同企業説明
会を開催します。なお、参加企業数は50社程度を予定しており、小山駅から無料の送迎バスを運行します。
日　時　6月15日㈮13:00 ～ 16:00（受付は12:10 ～）
会　場　小山グランドホテル

おやま地区大卒等合同企業説明会 問小山わかものハローワーク
　☎37–7127

●小山わかものハローワークについて
　小山わかものハローワークは正社員での就職を目指している若者（中学・高校・大学等卒業予定者含む）を対
象に、就職支援を行う専門的なハローワークです。ぜひご利用ください。
場　所　小山市中央町3―3―10 ロブレ632 2階　
利用時間　平日9:00 ～ 18:00（7月2日㈪からは9:30 ～ 18:00）、第2・4土曜日10:00 ～ 17:00
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７
千
800
円
）

●
青
木
隆
治 20th A

nniversary 
T

o
u

r

～
も
の
ま
ね
集
大
成
と
な

る
最
後
の
ツ
ア
ー
～
（
９
／
１

㈯
・
６
千
800
円
）

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

第
22
回
き
ぬ
川
ふ
れ
あ
い
広
場
ホ

タ
ル
祭
り

　
800
匹
の
ホ
タ
ル
が
放
つ
小
さ
な

光
が
夜
空
を
幻
想
的
に
演
出
。

日
時
　
６
／
30
㈯
17
時
半
～
20
時

50
分

会
場
　
き
ぬ
川
ふ
れ
あ
い
広
場

(

結
城
市
中
１
５
１
７)

内
容
　
ホ
タ
ル
鑑
賞
、
お
囃
子
、

民
謡
・
民
舞
、
プ
ロ
歌
手
演
奏
等

問
結
城
市
役
所
下
水
道
課

☎
０
２
９
６
�
１
６
１
２

●
ス
ポ
ー
ツ

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

フ
ラ
ッ
グ
ツ

ア
ー
の
フ
ラ
ッ
グ
展
示

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機
運
醸

成
等
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
全

国
を
巡
回
中
の
フ
ラ
ッ
グ
を
小
山

市
に
お
い
て
展
示
し
ま
す
。

日
時
　
６
／
30
㈯
９
時
～
16
時
半

場
所
　
県
立
県
南
体
育
館

主
催
　
東
京
都
／
東
京
２
０
２
０

組
織
委
員
会
／
Ｊ
Ｏ
Ｃ
／
Ｊ
Ｐ
Ｃ

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

障
が
い
児
親
子
水
泳
教
室

日
時
　
７
／
24
㈫
・
31
㈫
、
８
／

７
㈫
・
21
㈫
・
28
㈫
（
全
５
回
）

15
時
～
16
時

会
場
　
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

対
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い
や
発
達
に
遅
れ

の
あ
る
小
中
高
生
親
子
・
先
着
10
組
20
人

※
オ
ム
ツ
着
用
不
可
。
親
も
水
着
着
用

受
講
料
　
１
組
２
千
円

申
込
み
　
６
／
１
㈮
～
29
㈮
に
各

種
手
帳
等
、
受
講
料
、
印
鑑
持
参

で
福
祉
課
☎
�
９
６
０
５

み
ん
な
で
踊
ろ
う
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

日
時
　
６
／
17
㈰
13
時
半
～
16
時
半

会
場
　
小
山
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
千
円
（
保
険
代
等
）

申
込
み
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
輕
部

☎
０
９
０
・
６
３
１
２
・
８
３
６
０

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

日
時
　
６
／
17
㈰
８
時
小
山
市
役

所
正
面
玄
関
集
合
　
※
当
日
受
付

行
先
　
渡
良
瀬
遊
水
地

距
離
　
約
45
＆
75
㎞

対
象
　
小
学
４
年
生
以
上

参
加
費
　

500
円
（
保
険
代
等
）

※
自
転
車
（
整
備
し
た
も
の
）
、

昼
食
、
雨
具
等
持
参
。
小
雨
中
止

問
小
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・

吉
原
☎
�
６
１
２
１

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
お
に
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

①
ゴ
ル
フ
教
室
▼
６
／
13
㈬
か
ら

第
２
・
４
水
曜
日
19
時
（
全
20

回
）
▼
ひ
ま
わ
り
ゴ
ル
フ
練
習
場

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
▼
随

時
・
毎
週
木
曜
日
19
時
半
▼
小
山

第
二
中
学
校
体
育
館

③
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
▼
随
時
・

毎
週
土
・
日
曜
日
13
時
▼
小
山
第

二
中
学
校
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

④
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
▼
随
時
・

毎
週
土
曜
日
９
時
半
▼
小
山
第
二

小
学
校
体
育
館

※
ク
ラ
ブ
会
費
要
す
。
定
員
あ
り

申
込
み
・
問
同
事
務
局
・
廣
瀬
☎

�
５
０
８
３

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

日
時
　
７
／
１
㈰
４
時
45
分
小
山

市
役
所
西
側
駐
車
場
集
合

行
先
　
八
子
ヶ
峰

参
加
料
　
７
千
円

定
員
　
先
着
40
人

申
込
み
　
６
／
５
㈫
～
20
㈬
に
参

加
料
を
添
え
て
市
体
育
協
会
事
務
局

問
小
山
山
岳
会
・
長
岡

☎
０
９
０
・
４
０
７
４
・
８
１
９
７

●
お
知
ら
せ

お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

　
毎
月
第
１
土
曜
日
に
糸
つ
む

ぎ
・
地
機
織
り
の
実
演
、
毎
月
第

３
日
曜
日
に
コ
ー
ス
タ
ー
織
体

験
、
毎
月
第
３
水
曜
日
に
糸
つ
む

ぎ
サ
ロ
ン
開
催
。
結
城
紬
着
心
地

体
験
、
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
体
験
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
も
実
施
中
。

問
同
館
☎
�
６
４
７
７
。
糸
つ
む

ぎ
サ
ロ
ン
は
工
業
振
興
課
☎
�

９
３
９
７

は
と
む
ぎ
マ
イ
ス
タ
ー
派
遣
制
度

　
は
と
む
ぎ
マ
イ
ス
タ
ー
が
新
た

に
19
人
誕
生
！
は
と
む
ぎ
の
調
理

方
法
を
学
び
た
い
場
合
に
、
マ
イ

ス
タ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。
実
習
に

使
う
は
と
む
ぎ
（
粒
・
粉
）
も
提

供
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
個
人
ま
た
は

団
体

費
用
　
は
と
む
ぎ
以
外
の
材
料
費

会
場
　
市
内
で
開
催
の
料
理
教
室

申
込
み
　
実
施
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
申
請
書
を
農
政
課
へ
提
出
☎

�
９
２
５
７

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
配
布

　
障
が
い
な
ど
の
あ
る
方
が
困
っ

た
際
に
周
囲
に
手
助
け
を
求
め
る

た
め
の
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
に
は
適

切
な
支
援
や
配
慮
を
受
け
る
際
に

必
要
な
情
報
を
記
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
バ
ッ
グ
な
ど
に
着
け

ら
れ
る
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
ス
ト

ラ
ッ
プ
」
も
あ
り
ま
す
。

配
布
場
所
　
福
祉
課

対
象
　
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て

い
る
方
（
身
体
障
が
い
、
知
的
障

が
い
、
精
神
障
が
い
）
、
難
病
の

方
等

問
福
祉
課
☎
�
９
６
２
４

自
死
遺
族
の
会

日
時
　
６
／
19
㈫
14
時
か
ら

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
不
要

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

農
業
者
年
金
受
給
権
者
の
現
況
届

の
提
出
（
受
付
）

受
付
日
時
・
会
場
　
①
６
／
１
㈮

～
15
㈮
８
時
半
～
15
時
・
市
内
農

広報小山2018.6月号　16



17　広報小山2018.6月号

協
支
店

②
６
／
１
㈮
～
29
㈮
８
時
半
～
17

時
・
農
業
委
員
会
事
務
局
（
小
山

市
役
所
２
階
）

※
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
、
年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い

※
現
況
届
は
５
月
末
に
農
業
者
年

金
基
金
か
ら
直
接
郵
送
さ
れ
ま
す

（
昨
年
７
月
１
日
以
降
の
裁
定
者

に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
）

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
�
９
２
４
７

全
農
家
調
査
の
実
施

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
台
帳

の
情
報
を
更
新
し
、
今
後
の
農
地

集
積
等
を
図
る
基
礎
資
料
と
す
る

た
め
、
全
農
家
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

調
査
対
象
（
農
家
要
件
）
　
年
間

60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
、
か
つ

経
営
面
積
が
10
ａ
以
上
の
経
営
体

調
査
方
法
　
調
査
票
を
該
当
者
に

郵
送
で
配
布
。
返
信
用
封
筒
に
て

郵
送
で
回
答
。
　

調
査
期
間
　
６
月
上
旬
～
６
月
29
㈮

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
�
９
２
４
４

６
月
の
第
２
週
（
３
㈰
～
９
㈯
）

は
危
険
物
安
全
週
間

　
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
危
険
物
を
正

し
く
安
全
に
取
扱
い
、
事
故
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
危
険
物
施

設
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
６
／
６
㈬
12
時
45
分
か
ら

会
場
　
㈱
小
松
製
作
所
小
山
工
場

問
予
防
課
☎
�
６
６
５
８

平
成
31
年
度
か
ら
違
反
建
物
の
公

表
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
建
物
の
利
用
者
が
そ
の
建
物
の

危
険
性
に
関
す
る
情
報
を
入
手

し
、
建
物
利
用
の
判
断
が
で
き
る

よ
う
「
重
大
な
消
防
法
令
違
反
」

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
す
る

制
度
で
す
。

対
象
　
飲
食
店
な
ど
の
不
特
定
多

数
の
方
が
利
用
す
る
建
物
や
病
院

な
ど
の
避
難
が
困
難
な
方
が
利
用

す
る
建
物
で
、
消
防
法
令
で
義
務

付
け
ら
れ
た
屋
内
消
火
栓
設
備
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
自
動
火

災
報
知
設
備
の
い
ず
れ
か
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
も
の

問
予
防
課
☎
�
６
６
５
７

生
垣
設
置
費
用
助
成
金
交
付
制
度

　
市
民
ま
た
は
事
業
者
が
、
住

宅
、
事
業
所
等
の
敷
地
内
で
、
公

衆
用
道
路
に
面
し
た
生
垣
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
場
合
、
対
象
要
件

を
満
た
す
も
の
に
助
成
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

問
水
と
緑
の
推
進
課
☎
�
９
８
８
１

未
支
給
年
金
の
請
求
に
つ
い
て

　
年
金
受
給
者
の
方
が
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
場
合
、
亡
く
な
ら
れ

た
月
分
の
年
金
（
未
支
給
年
金
）

を
、
生
計
が
同
一
で
あ
っ
た
三
親

等
以
内
の
親
族
の
方
が
、
請
求
で

き
ま
す
。

　
請
求
に
必
要
な
書
類
や
届
出
先

は
亡
く
な
っ
た
方
の
状
況
に
よ
っ

て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６

農
業
用
免
税
軽
油
を
消
費
す
る
方

へ
～
軽
油
引
取
税
に
係
る
免
税
措

置
が
３
年
間
延
長
（
平
成
33
年
3

月
31
日
ま
で
）
に
な
り
ま
し
た

免
税
証
　
一
括
交
付
で
お
渡
し
し

た
免
税
証
は
、
平
成
30
年
3
月
31

日
ま
で
有
効
期
限
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
平
成
30
年
12
月
31
日
ま
で

使
用
で
き
ま
す
。

免
税
軽
油
使
用
者
証
　
一
括
交
付

で
お
渡
し
し
た
使
用
者
証
は
、
平

成
30
年
3
月
31
日
ま
で
の
有
効
期

限
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
交
付
の

日
か
ら
３
年
間
有
効
で
あ
る
と
読

み
替
え
ま
す
。

次
回
の
一
括
交
付
の
日
程
・
場
所

等
　
平
成
30
年
11
月
以
降
、
栃
木

県
税
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
栃
木
県
税
事
務
所
☎
０
２
８
２

�
６
８
８
２

●
募
集

お
や
ま
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業

　
農
業
者
と
商
工
業
者
が
連
携
し

て
提
案
す
る
新
商
品
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
新
た
な
商
品
（
製

品
）
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
た

め
の
調
査
・
検
討
費
、
試
作
品
の

製
造
な
ど
に
か
か
る
経
費
等
を
補

助
し
ま
す
。
※
審
査
・
認
定
あ
り

募
集
　
８
／
31
㈮
ま
で

要
件
　
①
生
産
、
加
工
、
販
売
な

ど
が
連
携
し
た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
こ
と
②
申
請
者
に
農
業

者
・
農
業
団
体
が
必
ず
入
っ
て
い

る
こ
と
③
小
山
産
の
農
畜
産
物
な

ど
を
利
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
こ
と

補
助
額
　
一
般
品
目
：
上
限
50
万

円
、
重
点
品
目
：
上
限
70
万
円

問
農
政
課
☎
�
９
２
５
４

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

日
程
（
参
加
費
）
　
結
城
紬
で
つ

く
る
髪
留
め
（
６
／
10
㈰
・
700

円
）
、
石
畳
織
り
テ
ト
ラ
ポ
ー
チ

（
６
／
16
㈯
・
千
300
円
）
、
御
朱

印
帳
づ
く
り
（
６
／
23
㈯
・
千

円
）
、
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
（
６
／
27

㈬
・
500
円
）
※
時
間
は
要
問
合
せ

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

申
込
み
　
６
／
６
㈬
か
ら
お
や
ま

本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館
☎
�

６
４
７
７

真
綿
か
け
体
験
会
・
糸
つ
む
ぎ
体

験
会

日
時
　
真
綿
か
け
７
／
17
㈫
・
18

㈬
、
糸
つ
む
ぎ
７
／
24
㈫
・
25

㈬
・
26
㈭
14
～
16
時

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

定
員
　
各
15
人
　
※
真
綿
か
け
は

エ
プ
ロ
ン
持
参
。
参
加
無
料

申
込
み
　
６
／
４
㈪
か
ら
工
業
振

興
課
☎
�
９
３
９
７

起
業
家
育
成
講
座
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
」
作
成
コ
ー
ス

日
時
　
６
／
16
・
23
・
30
、
７
／

14
の
土
曜
日
（
全
４
回
）
13
時
半

～
17
時
半

会
場
　
中
央
図
書
館

内
容
　
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成

方
法
を
中
小
企
業
診
断
士
が
講
義

定
員
　
創
業
に
興
味
が
あ
る
方
16

人
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
工
業
振
興
課

☎
�
９
３
９
６

保
育
士
再
就
職
支
援
研
修
会

日
時
　
７
／
３
㈫
～
９
㈪

会
場
　
講
話
：
保
健
・
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
大
会
議
室
、
実
習
：
や

は
た
保
育
所

内
容
　
子
ど
も
の
心
、
子
ど
も
の

世
話
、
救
急
救
命
の
実
践
、
保
育

実
習

対
象
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
、
小
学
校
教

諭
、
養
護
教
諭
の
普
通
免
許
を
有

す
る
方

定
員
　
20
人
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
６
／
29
㈮
ま
で
に
電
話

☎
�
９
６
４
９
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

９
６
７
０
で
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
年
齢
・
託
児
希
望
有
無

（
子
ど
も
の
氏
名
・
年
齢
）
を
こ

ど
も
課
へ
連
絡

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日
時
　
7
／
7
㈯
９
時
～
正
午

会
場
　
市
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

定
員
　
先
着
30
人
　
※
受
講
無

料
。
動
き
や
す
い
服
装

申
込
み
　
６
／
15
㈮
～
30
㈯
に
消

防
署
☎
�
６
６
６
６

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
国
際
交
流

員
に
よ
る
お
も
て
な
し
講
座

日
時
　
７
／
９
㈪
13
時
半

会
場
　
中
央
公
民
館
第
２
研
修
室

内
容
　
外
国
人
観
光
客
を
温
か
く

笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
お

も
て
な
し
に
つ
い
て
理
解
と
知
識

を
深
め
る
。

定
員
　
20
人
程
度
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
市
民
生
活
課

☎
�
９
２
７
８

穂
積
公
民
館
講
座
・
新
玉
ね
ぎ
で

作
る
秘
伝
の
「
焼
肉
の
た
れ
」

日
時
　
７
／
10
㈫
９
時
か
ら

会
場
　
Ｊ
Ａ
小
山
西
部
農
産
物
加

工
所
（
小
袋
）

定
員
　
先
着
20
人

参
加
費
　
２
千
円

※
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
長
靴
持
参

申
込
み
　
６
／
29
㈮
ま
で
に
同
館

☎
�
２
０
０
４



寒
川
公
民
館
子
育
て
広
場
「
親
子

で
レ
ッ
ツ
エ
ア
ロ
ビ
」

日
時
　
６
／
７
㈭
10
時
～
11
時

会
場
　
寒
川
公
民
館
研
修
室

定
員
　
未
就
園
児
（
０
～
３
歳
）

と
保
護
者
10
組
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
前
日
ま
で
に
同
館
☎
�

１
０
０
２

寒
川
公
民
館
講
座
・
レ
ザ
ー
ク
ラ

フ
ト

日
時
　
７
／
17
～
８
／
７
の
毎
週

火
曜
日
（
全
４
回
）
13
時
半
～
15

時
半

会
場
　
寒
川
公
民
館

内
容
　
革
ベ
ル
ト
（
茶
・
黒
の
一

色
塗
り
）
。
完
成
寸
法
目
安
（
巾

３
㎝
×
長
さ
105
㎝
×
厚
さ
３
㎜
）

定
員
　
先
着
10
人

材
料
費
　
４
千
円
（
当
日
持
参
）

申
込
み
　
同
館
☎
�
１
０
０
２

大
谷
公
民
館
講
座
・
親
子
de
飛
行

機
整
備
工
場
見
学

日
時
　
７
／
25
㈬
７
時
～
18
時

行
先
　
Ｊ
Ａ
Ｌ
整
備
工
場
、
日
本

科
学
未
来
館
　
※
大
型
バ
ス
利
用

定
員
　
小
学
生
お
よ
び
義
務
教
育

学
校
６
年
生
ま
で
の
親
子
40
人

参
加
料
　
大
人
千
円
、
子
ど
も
700
円

申
込
み
　
６
／
15
㈮
15
時
ま
で
に

同
館
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
同
館
☎
�
０
０
０
４

「
学
び
の
教
室
」
の
学
習
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

日
時
　
土
曜
日
の
午
後
約
４
時
間

（
月
２
回
程
度
）

会
場
　
中
央
、
大
谷
、
間
々
田
、

豊
田
、
桑
、
絹
公
民
館

内
容
　
中
学
生
に
対
す
る
５
教
科

の
学
習
支
援

条
件
　
教
育
職
員
の
普
通
免
許
状

を
有
す
る
こ
と

謝
礼
　
１
回
２
千
円

問
生
涯
学
習
課
☎
�
９
６
６
６

公
園
の
里
親

　
身
近
な
公
園
の
親
代
わ
り
と
し

て
積
極
的
に
清
掃
、
除
草
等
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
安
全
で
快
適

な
利
用
を
促
進
し
て
い
た
だ
け
る

公
園
の
里
親
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
く
場

合
は
、
公
園
近
隣
の
複
数
の
方
で

「
公
園
愛
護
里
親
会
」
を
結
成
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
里
親
会
に
は
、
助
成
金
の
交
付

や
用
具
類
の
配
布
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
小
山
市
市
民
活
動
災
害
補

償
保
険
も
適
用
と
な
り
ま
す
。

問
水
と
緑
の
推
進
課
☎
�
９
８
８
１

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ヨ
ガ
教
室

日
時
　
７
／
５
か
ら
毎
週
木
曜
日

（
全
11
回
）
９
時
半
～
10
時
半
定

員
　
30
人

受
講
料
　
３
千
300
円

鍼
灸
師
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
が
教
え

る
身
体
を
引
き
締
め
る
筋
ト
レ
＆

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

日
時
　
７
／
５
か
ら
毎
週
木
曜
日

（
全
11
回
）
11
時
～
正
午

定
員
　
30
人

受
講
料
　
３
千
300
円
　

ク
ラ
フ
ト
「
一
閑
張
り
の
籠
つ
く
り
」

日
時
　
７
／
３
か
ら
毎
週
火
曜
日

（
全
５
回
）
13
時
半
～
15
時
半

定
員
　
10
人

受
講
料
　
８
千
700
円

※
従
来
の
講
座
も
同
時
募
集

●
ヨ
ガ
教
室
（
㈪
午
前
、
㈫
午

後
、
㈬
午
前
・
夜
間
、
㈮
夜
間
）

●
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
（
㈫
午
後
）

●
骨
盤
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
（
㈬
午

前
）
●
太
極
拳
教
室
（
㈭
夜
間
）

●
英
会
話
教
室
（
㈫
午
前
、
㈭
夜

間
、
㈯
午
前
）

申
込
み
　
６
／
５
㈫
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１

初
級
日
本
語
教
授
法
講
座

日
時
　
６
／
22
、
７
／
６
・
20
、

８
／
３
・
17
・
31
、
９
／
14
・

28
、
10
／
12
・
26
の
金
曜
日
10
時

～
11
時
半

会
場
　
中
央
公
民
館
第
三
研
修
室
等

内
容
　
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え

る
方
法
を
学
ぶ
講
座

受
講
料
　
会
員
千
円
、
非
会
員

４
千
円

申
込
み
　
市
国
際
交
流
協
会

☎
�
１
０
４
２

ゆ
め
ま
ち
の
小
山
歴
史
講
座
～
「
小

山
評
定
」
と
関
ヶ
原
の
戦
い
～

日
時
　
６
／
30
㈯
13
時
半
～
15
時
半

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
会
議
室

講
師
　
大
島
満
雄
氏(

小
山
歴
史

研
究
会
副
会
長)

定
員
　
30
人
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
同
セ
ン
タ
ー

☎
�
９
９
３
５

ゆ
め
ま
ち
の
認
知
症
予
防
教
室

日
時
　
６
／
28
㈭
10
時
～
正
午

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
多
目
的

ホ
ー
ル

内
容
　
講
話
「
認
知
症
と
は
」
、

予
防
体
操

定
員
　
35
人
　
※
参
加
無
料
。
上

履
き
・
飲
み
物
持
参

申
込
み
　
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
山
総
合
☎
�
０
２
１
１
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平成 30 年春の叙勲・危険業務従事者叙勲・褒章

永
年
に
わ
た
り
各
界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が

評
価
さ
れ
、
6
人
の
方
が
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
）

峯み
ね
ぎ
し岸

　
良よ

し
お夫 
氏
（
本
郷
町
）

１
９
６
６
年
小
山
市
消
防
本
部
に
入

り
、
予
防
課
長
な
ど
を
務
め
２
０
０
７

年
退
職
。

藍
綬
褒
章
（
消
防
）

荒あ
ら
か
わ川

　
政ま

さ
あ
き昭 

氏
（
中
久
喜
）

１
９
８
３
年
小
山
市
消
防
団
入

団
。
２
０
１
６
年
か
ら
副
団
長
。

２
０
１
７
年
消
防
庁
長
官
表
彰
。

旭
日
双
光
章
（
土
地
改
良
事
業
）

椎し
い
な名

　
英ひ

で
お雄 

氏
（
間
中
）

２
０
０
９
～
１
７
年
、
思
川
西
部
土

地
改
良
区
理
事
長
。
県
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会
理
事
な
ど
歴
任
。

瑞
宝
双
光
章
（
更
生
保
護
）

田た
な
か中

　
君き

み
え江 

氏
（
西
城
南
）

１
９
９
１
年
か
ら
保
護
司
。

２
０
１
４
年
か
ら
小
山
保
護
区
保
護

司
会
副
会
長
を
務
め
る
。

瑞
宝
双
光
章
（
児
童
福
祉
）

大お
お
し
ま島

　
英ひ

で
し司 

氏
（
松
沼
）

１
９
７
２
年
、
社
会
福
祉
法
人
美
田

愛
育
会
小
山
西
保
育
園
に
事
務
員
と

し
て
入
り
、
１
９
８
７
年
か
ら
園
長
。

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
）

戸と
さ
き﨑

　
實み

の
る 

氏
（
神
鳥
谷
）

１
９
６
４
年
小
山
市
消
防
本
部
に
入

り
、
２
０
０
７
年
同
本
部
消
防
司
令

で
退
職
。



中
地
区
ホ
タ
ル
を
観
る
会

６
／
８
㈮
式
典
18
時
～
、
催
し
18
時

40
分
～
、
鑑
賞
会
19
時
半
～
20
時
▼

６
／
９
㈯
鑑
賞
会
19
時
半
～
20
時
▼

中
小
学
校
問
同
校
☎
�
０
６
４
９

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試

験試
験
日
10
／
14
㈰
▼
受
験
料
７
千
700

円
▼
受
付
６
／
12
㈫
～
29
㈮
▼
６
／

１
㈮
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

で
試
験
案
内
を
配
布
▼
問
社
会
福

祉
法
人
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
☎

０
２
８
・
６
５
０
・
５
５
８
７

調
理
師
試
験

試
験
日
８
／
８
㈬
▼
受
付
６
／
13
㈬

～
15
㈮
▼
問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
�
４
２
３
５

平
成
30
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験

一
次
試
験
日
９
／
２
㈰
▼
受
付
６
／

18
㈪
～
27
㈬
▼
問
関
東
信
越
国
税
局

☎
０
４
８
・
６
０
０
・
３
１
１
１

平
成
30
年
度
自
衛
官
等
募
集

①
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー

ス
。
海
自
／
空
自
）
②
一
般
曹
候
補

生
③
自
衛
官
候
補
生
▼
受
付
７
／
１

㈰
か
ら
▼
問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務

所
☎
�
４
７
６
３

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
職
員
採
用
試
験

試
験
日
６
／
22
㈮
▼
受
付
６

／
８
㈮
ま
で
▼
薬
剤
師
３
人

程
度
▼
問
同
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
８
・
６
５
８
・
５
７
９
４

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

偶
数
月
の
第
２
金
曜
日
▼
小
山
労
政

事
務
所
▼
申
込
み
：
希
望
日
の
３
日

前
ま
で
に
同
所
☎
�
４
０
３
２

と
ち
ぎ
未
来
人
材
応
援
事
業
（
奨
学

金
助
成
制
度
）

募
集
５
／
７
㈪
～
７
／
20
㈮
▼
栃
木

県
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
の
あ
る
製

造
業
に
就
職
し
県
内
に
在
住
す
る
方

へ
一
定
要
件
の
も
と
、
奨
学
金
返
済

額
の
一
部
（
最
大
150
万
円
）
を
助
成

▼
定
員
50
人
▼
問
県
労
働
政
策
課
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
３
２
２
４

働
き
方
改
革
理
解
促
進
セ
ミ
ナ
ー

７
／
18
㈬
13
時
～
16
時
▼
栃
木
県
小

山
庁
舎
大
会
議
室
▼
基
調
講
演
「
働

き
方
改
革
が
企
業
力
を
高
め
る
！
」

（
麓
幸
子
氏
）
、 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
▼
問
小
山
労
政
事
務
所

☎
�
４
０
３
２

栃
木
県
政
世
論
調
査
に
ご
協
力
を

期
間
５
／
21
㈪
～
６
／
12
㈫
▼
県
内

在
住
18
歳
以
上
２
千
人
（
無
作
為
抽

出
）
に
調
査
票
を
郵
送
▼
問
県
広
報

課
☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
１
５
８

６
月
15
日
㈮
は
県
民
の
日

県
庁
舎
等
で
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
県

内
外
協
賛
施
設
で
の
無
料
開
放
、
一

部
割
引
等
実
施
▼
問
県
県
民
文
化
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
４
２
２

平
成
30
年
度
労
働
保
険
年
度
更
新

申
告
・
納
付
期
間
は
６
／
１
㈮

～
７
／
10
㈫
で
す
▼
問
栃
木

労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
☎

０
２
８
・
６
３
４
・
９
１
１
３

小
山
高
専
公
開
講
座

●
中
学
生
英
語
講
座
６
／
９
㈯
●

医
薬
品
の
化
学
反
応
に
挑
戦
し
よ

う
（
小
・
中
学
生
）
６
／
23
㈯
●

P
ow

er P
oint 2016

講
座
（
中
学

生
以
上
）
７
／
７
㈯
●
ハ
ン
カ
チ
や

毛
糸
を
き
れ
い
な
色
に
染
め
よ
う
！

（
小
学
生
）
７
／
８
㈰
●E

xcel

総

合
講
座
（
中
学
生
以
上
）
７
／
14
㈯
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6月の行政テレビ 問秘書広報課☎22-9353
時期 市役所からこんにちは

上旬 ■男女共同参画フェア　■第 28 回フェスタ
in 鬼怒川～魚のつかみどり～ 等

中旬 ■菊作り講習会　■認知症の対策
■ひとくち健康メモ「熱中症」 等

下旬 ■後期高齢者医療制度　■思川の流しびな 等

随時 ■イベント情報
■英会話講座「G'day OYAMA」

テレビ小山放送㈱ケーブルテレビ＜デジタル101ch＞

【
み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
】

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く

だ
さ
い

●
身
近
な
化
学
反
応
を
体
験
し
よ
う

（
中
学
校
教
員
向
け
）
７
／
14
㈯
●

中
学
生
英
語
講
座
（
中
学
３
年
生

向
け
）
７
／
21
㈯
▼
問
同
校
☎
⒇

２
１
９
７

県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校
学
校
公

開７
／
４
㈬
、
10
／
30
㈫
９
時
半
～
12

時
10
分
▼
当
日
職
員
玄
関
受
付
▼

「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」
受
講
者
も
募
集
中
▼
問
同
校
☎

�
５
１
２
１

自
治
医
科
大
学
公
開
講
座
『
健
康

長
寿
の
た
め
に
ー
フ
レ
イ
ル
の
予

防
ー
』

６
／
30
、
７
／
７
・
14
・
21
の
土
曜

日
13
時
半
～
15
時
45
分
▼
同
大
地
域

医
療
情
報
研
修
セ
ン
タ
ー
▼
無
料
▼

問
同
校
☎
�
７
０
４
４

関
東
能
開
大
セ
ミ
ナ
ー
（
７
月
）

Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
よ
る
Ｐ
Ｌ
Ｃ
制
御
技
術
、

プ
レ
ス
生
産
技
術
（
加
工
技
術

編
）
、
建
築
生
産
設
計
の
実
践
技

術
、
成
功
事
例
か
ら
学
ぶ
品
質
の
維

持
と
向
上
等
、
12
コ
ー
ス
▼
有
料
▼

問
同
校
☎
�
１
７
３
３

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校
技
能
講

習
会
（
７
月
）

第
２
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験
準
備

講
習
、
３
次
元
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
①
、

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
①
、
表
計
算

デ
ー
タ
処
理
（E

xcel2013

基
礎

編
）
の
４
コ
ー
ス
▼
有
料
▼
問
同
校

☎
０
２
８
４
�
０
８
０
３

思
川
駅
前
み
た
笑
幸
ま
つ
り

７
／
７
㈯
10
時
～
14
時
▼
思
川
駅
南

口
ロ
ー
タ
リ
ー
・
Ｊ
Ａ
お
や
ま
豊
田

支
店
駐
車
場
▼
政
光
く
ん
・
寒
川
尼

ち
ゃ
ん
、
開
運
★
お
や
ま
く
ま
、
起

震
車
乗
車
体
験
、
消
防
車
・
救
急
車

展
示
、
各
種
模
擬
店
（
か
き
氷
、
ガ

ラ
ポ
ン
抽
選
）
等
▼
問
小
山
市
美
田

商
工
会
☎
�
０
６
３
１

第
12
回
生
井
寧
先
生
と
親
子
で
か
ら

だ
を
動
か
そ
う
！

６
／
20
㈬
10
時
～
11
時
半
▼
こ
ぐ
ま

保
育
園
▼
市
内
在
住
親
子
50
組
▼
申

込
み
６
／
15
㈮
ま
で
に
同
園
☎
�

１
１
８
９

子
育
て
広
場
す
ま
い
る
・
に
っ
こ
り

ち
ゃ
ん
・
え
く
ぼ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
合

同
リ
ト
ミ
ッ
ク

７
／
10
㈫
10
時
半
～
11
時
半
▼
桑
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
市
内
在
住
未
就

園
児
親
子
40
組
※
１
歳
以
上
▼
申
込

み
：
６
／
４
㈪
～
22
㈮
に
さ
く
ら
保

育
園
☎
�
７
０
６
８

大
人
の
た
め
の
英
会
話
・
韓
国
語
入

門
講
座

６
／
29
㈮
か
ら
毎
週
金
曜
日
（
全
８

回
）
▼
英
：
19
時
半
～
20
時
半
、
韓
：

18
時
～
19
時
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
６
千
円
▼
各
先
着
15
人
▼
問
（
一

社
）
国
際
文
化
交
流
協
会
・
前
田
☎

０
９
０
・
６
４
８
９
・
２
８
０
３

女
性
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

６
／
26
㈫
～
７
／
１
㈰
10
時
～
16
時

▼
ま
ち
か
ど
美
術
館
▼
被
害
体
験
を

生
き
延
び
た
女
性
た
ち
の
作
品
展
▼

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
バ
イ
バ
ル
ネ
ッ

ト
・
ラ
イ
フ
☎
�
５
１
９
２

小
山
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
第
３
回
合
同

展６
／
27
㈬
～
７
／
１
㈰
10
時
～
17
時

▼
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▼
問
稲

葉
☎
�
４
４
９
５

え
が
お
勉
強
会
「
思
春
期
の
性
・
保

護
者
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
」

６
／
27
㈬
10
時
半
～
正
午
▼
こ
ど
も

ふ
れ
あ
い
教
室
（
小
山
第
一
小
学
校

北
校
舎
１
階
）
▼
桜
井
千
枝
子
氏
▼

問
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
・
桐
生
☎
�

１
５
８
３

お
と
な
の
朗
読
会

７
／
10
㈫
、
12
／
４
㈫
10
時
▼
中
央

図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
▼
田
中
慎

弥
、
五
木
寛
之
等
の
作
品
▼
問
朗
読

い
ろ
は
・
山
本
☎
�
６
７
８
０

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
ス
テ
ッ

プ
ス
」
会
員
募
集

第
２
～
４
月
曜
日
10
時
半
～
正
午
▼

県
南
体
育
館
▼
月
会
費
有
り
▼
問
野

亦
☎
�
１
７
９
０

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
新
会
員
募
集

第
３
日
曜
日
13
時
半
～
15
時
半

／
15
時
40
分
～
16
時
40
分
▼
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▼
カ
ラ
オ
ケ

歌
謡
に
真
面
目
に
取
り
組
む
仲

間
▼
月
会
費
有
り
▼
問
黒
石
☎

０
９
０
・
２
４
３
５
・
３
２
１
２
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健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）
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乳幼児健康相談（予約制）
期　日　7月17日㈫
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方　①9:00 ～ ②9:30～
　　　　　　　③10:00～④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　6月20日㈬から☎22―9527

マタニティクラス
（はじめての妊娠コース）
日　時　①7月12日㈭  9:30 ～ 14:40
　　　　②8月26日㈰13:10 ～ 16:00
会　場　保健・福祉センター
内　容　①サポート制度、管理栄養士・
　　　　産婦人科医講話、調理実習等
　　　　②家族学級（家族参加可）、沐
　　　　浴実習、妊婦疑似体験等
持ち物　母子健康手帳、
　　　　①はエプロン・三角巾
受講料　テキスト代250円、
　　　　①は調理実習材料代600円
申込み　☎22�9527

とちぎ子ども救急電話相談
　お子さんが急な病気やケガで心配なと
きご相談ください。家庭での対処方法な
どについて、看護師がアドバイスします。
【月～土曜日】18:00～翌日 8:00
【日曜・祝日】 8:00～翌日 8:00
☎♯8000（携帯電話やプッシュ回線以
外は☎028–600–0099）
とちぎ救急医療電話相談
　大人（おおむね 15歳以上）を対象とした救
急電話相談です。急な病気やケガで心配な
ときご相談ください。救急車要請や医療機
関受診の要否、家庭での対処方法などにつ
いて、看護師がアドバイスします。
【毎日】18:00～ 22:00
☎♯7111（携帯電話やプッシュ回線以
外は☎028–623–3344）
メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ !運動教室～（無料・要申込み）
日　時　6月21日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲み物、

タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22–9607

対象者　65歳以上の方（平成31年3月31日現在）
※受診票を随時送付します
※どの会場でも受診可能です
※今年度の肺がん検診(胸部レントゲン)を受診
予定の方は、今回受診する必要はありません

結核検診（6･7月）問☎22–9526

◆小山地区
日　　時 会　　場

7/2
㈪

7:30 ～ 8:10 思水ヶ丘・大森歯科隣り
8:30 ～ 8:50 川西・山本照夫様宅駐車場
9:10 ～ 9:30 下の町公民館
9:50 ～ 10:10 上町会館

7/3
㈫

7:30 ～ 8:10 城北児童センター
8:30 ～ 9:30 城北小学校
9:50 ～ 10:30 小山市保健センター分館

7/4
㈬

8:00 ～ 8:30 若木町 1 丁目・東武資材様宅
8:50 ～ 10:30 若木小学校

10:50 ～ 11:10 本郷町・五十嵐医院駐車場

7/5
㈭

8:00 ～ 8:30 外城公民館
8:50 ～ 9:30 小山第三小学校正門
9:50 ～ 10:10 栗の実保育園駐車場

10:30 ～ 10:50 小山市役所神鳥谷庁舎
11:10 ～ 11:30 神明町公民館
13:00 ～ 14:10 小山市保健 ･ 福祉センター

7/6
㈮

8:00 ～ 8:40 天神町公民館
9:00 ～ 9:20 JA おやま小山支店 （駅前・宮本町）
9:40 ～ 10:20 小山第二小学校正門

7/9
㈪

7:30 ～ 8:10 稲荷町公民館東側福田屋駐車場
8:30 ～ 9:40 小山城南小学校西門

10:00 ～ 10:20 末広町・田中春水様宅
10:40 ～ 12:00 小山城南中学校南門

7/10
㈫

8:00 ～ 8:50 三峯公民館
9:10 ～ 10:30 駅東公園管理事務所

10:50 ～ 12:00 あさひ公園管理事務所
7/11

㈬
10:00 ～ 10:40 小山市保健センター分館
11:00 ～ 11:40 小山市保健 ･ 福祉センター

乳幼児健診　問☎22―9527
　対象者には約 1 か月前に通知を送りま
す。受診日時・会場等は通知をご確認く
ださい。
持ち物　母子健康手帳、問診票
■乳児健診
＊平成30年3月・4月生まれの乳児対象

期　日 会　場
8月8日㈬・21日㈫
9月4日㈫・12日㈬ 保健・福祉センター

9月20日㈭ 健康医療介護
　総合支援センター

■9か月児健康相談
＊平成29年10月・11月生まれの乳児対象

期　日 会　場
8月8日㈬・21日㈫
9月4日㈫・12日㈬ 保健・福祉センター

9月20日㈭ 健康医療介護
　総合支援センター

■1歳6か月児健診
＊平成29年1月・2月生まれの幼児対象

期　日 会　場
8月3日㈮・22日㈬
9月13日㈭・26日㈬ 保健・福祉センター

8月30日㈭
9月6日㈭

健康医療介護
　総合支援センター

■2歳児歯科健診（全地区）
＊平成28年8月・9月生まれの幼児対象

期　日 会　場
8月2日㈭・22日㈬
9月13日㈭・19日㈬ 保健・福祉センター

■3歳児健診（全地区）
＊平成27年5月・6月生まれの幼児対象

期　日 会　場
8月2日㈭・23日㈭・31日㈮
9月7日㈮・19日㈬・27日㈭ 保健・福祉センター

◆大谷地区
日　　時 会　　場

6/25
㈪

8:00 ～ 8:20 武井集落センター
8:40 ～ 9:00 高松・信末梅吉様宅
9:20 ～ 9:40 六軒公民館

10:00 ～ 10:20 荒井原公民館
10:40 ～ 11:00 南和泉集落センター
11:20 ～ 11:50 東野田東集落センター

6/26
㈫

8:00 ～ 8:40 横倉公民館
9:00 ～ 9:20 田間公民館
9:40 ～ 10:00 塚崎公民館

10:20 ～ 10:40 城南台公民館
11:00 ～ 11:40 雨ヶ谷公民館

6/27
㈬

7:30 ～ 8:00 中久喜公民館
8:30 ～ 9:50 土塔 ( ニ ) 公民館南側保留地

10:10 ～ 11:10 犬塚公民館
11:30 ～ 12:00 楠エンゼル幼稚園駐車場
13:20 ～ 14:40 市立大谷公民館

6/28
㈭

8:00 ～ 8:20 小山市立泉ヶ丘集会所
8:40 ～ 9:40 東ニュータウン自治会館

10:00 ～ 10:30 丸山公民館
10:50 ～ 11:10 竹親会公民館

6/29
㈮

8:00 ～ 9:00 泉崎公民館
9:20 ～ 10:20 土塔・愛宕会館

10:40 ～ 11:40 小山東出張所
13:00 ～ 14:00 市立大谷公民館

8020運動表彰事業
　8020の普及啓発を目的に(一社)小山歯
科医師会が表彰事業を実施します。
応募資格　
　80歳以上で自分の歯が20本以上ある市
内在住の方(過去の表彰者は不可)
表彰者の選考　
　(一社)小山歯科医師会会員の歯科医院に
て歯科検診を受診していただき(無料)、表
彰者を決定。表彰者は、11月開催予定の
「健康都市おやまフェスティバル」にて
表彰。（記念品贈呈）
歯科検診期間　6月1日㈮～8月10日㈮
問☎22-9508または直接歯科医院へ
食生活改善推進員による健康料理教室
参加者募集（予約制）
■栄養バランスを考えた健康料理実習
期　日 会　場

① 6/14 ㈭ 桑市民交流センター
② 6/19 ㈫ 間々田市民交流センター
③ 7/ 3 ㈫ 大谷公民館
■減塩を考えた健康料理実習
④ 6/14 ㈭ 保健・福祉センター
時　間　10:00 ～
対　象　市内在住の成人・先着 20 人
参加費　600 円程度
持ち物　エプロン・三角巾
申込み　①④は 6/6 ㈬まで、②は　　
　　　　6/11 ㈪まで、③ 6/25 ㈪まで
問☎22-9607

薬物依存症家族の集い
　同じような問題を抱えている他のご家
族と一緒に話してみませんか?
問県南健康福祉センター☎22–6119

おやま地域医療健康大学　公開講座
（無料・申込み不要）
日　時　7月14日㈯ 13:30 ～ 16:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
テーマ　「予防医学に関する講話(仮)」
講　師　中野真宏先生(新小山市民病院）
定　員　150人
申込み　☎27�0500
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すこやか通信

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251―7
　　　（健康医療介護総合支援センター内）
☎39―8880・FAX39―8882
受付　診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがありますの
で、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251―7
　　　（健康医療介護総合支援センター内 )
☎39―8881・FAX39―8883
日時　日曜・祝日・振替休日・
　　　年末年始（12/31 ～ 1/3）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科
診療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3
薬局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00
日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

7 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2―4―3 ☎44―7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1―15―4 ☎53―1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31―1331
④ 杉村病院 小山市城山町2―7―18 ☎25―5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45―7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320―2 ☎0280―57―1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

▪救急医療機関当番　カレンダー内番号が、当番医療機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27―0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
8 9 10 11 12 13 14
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
15 16 17 18 19 20 21
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
22 23 24 25 26 27 28
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
29 30 31
④⑥ ①⑤ ②⑥

問健康増進課☎22―9607熱中症予防

7月の集団検診
（要申込）＊3・4・5月生まれの方対象 検診日・受付時間

検診項目 女
性
限
定

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃 肺・大腸 前立腺 子宮・乳

2 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
5 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 健康医療介護総合支援センター

6 ㈮
8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

14:00 ～ 15:30 ○ × ○ ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター
18:00 ～ 19:30 × × × × ○ × ＊ 保健・福祉センター

9 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 保健・福祉センター
12 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
14 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 健康医療介護総合支援センター
15 ㈰ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 桑市民交流センター
24 ㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 大谷公民館
25 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
26 ㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 豊田公民館
27 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
31 ㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 間々田市民交流センター

申込み　3月号と同時配布の「平成30年度健康
のしおり」内の検診申込み書からお申込みくだ
さい。折り返し「集団健診のお知らせ（問診票）」
を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、②受
診券（基本健診受診者のみ）、③健康保険証、
④その他指定されたもの
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」
をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、
検診当日40･45･50･55･60･65･70歳の女性市
民が対象です。希望者は年齢確認のできるもの
を持参し各会場へ直接お越しください。（申込
み不要）

問☎22�9522・9523

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

6 月 4日㈪～ 10 日㈰は

歯と口の健康週間

▪虫歯予防のポイント
○ 1 日に 1 回は必ず仕上げ磨きをしましょう。
○むし歯になりやすいジュース類の取りすぎには注意
しましょう。
○歯と歯の間や奥歯はむし歯になりやすいので要注意 !

問健康増進課☎22-9527
　歯と口の健康に関する正しい知識を普及啓発すると
ともに、歯科疾患の予防に関する適切な習慣の定着を
図り、併せてその早期発見及び早期治療を徹底するこ
とで歯の寿命を延ばし、健康の保持増進に寄与するこ
とを目的としています。小山市では、平成26年3月に

「小山市歯科保健基本計画（歯の健康づくり計画）」を策
定し、歯と口の健康づくりに取り組んでいます。
▪幼児期の虫歯を予防しましょう!
　3歳児になるとむし歯になるお子さんが増える傾向
にありますが、小山市では、平成26年度に 2歳児歯科
健診を開始して以降、全国・県と比較してむし歯があ
る子が減少しています。一方、毎日、仕上げ磨きをし
ている保護者の割合は低い傾向にあります。
　むし歯になる前にお口の環境を整え、健康な歯を守
りましょう。

　熱中症とは、汗をかくなどして、身体から水分や塩
分が減り、熱がこもる症状です。これから、気温が高
くなるにつれて熱中症になる人が増えてきます。
　小山市消防署管内では平成 29 年度 64 名の救急搬
送があり、うち 65 歳以上の高齢者が 34.4%、18 歳
未満の子どもは 10.9% を占めています。元気に生活
できるように熱中症を予防しましょう。

▪予防法
○暑さを避けましょう。
○こまめに水分を補給しましょう。
○急に暑くなる日には注意しましょう。
○暑さに備えた体づくりをしましょう。
○気象情報、暑さ指数を活用しましょう。

▪要注意!
○高齢者は、年をとるにつれて身体の水分量が少なく
なり、「のどの渇きを自覚しにくい」「食事の量が少な
くなる」「トイレを気にして水分をとらない」傾向があ
ることから、脱水をおこしやすくなります。喉が渇い
たと感じる前に意識して水分をとりましょう。
○子どもは、体温調節機能が未熟で、体温が簡単に上
がってしまいます。特に炎天下での車の置き去りは危
険です。短時間でも一緒に連れていきましょう。



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 15㈰ 9:30〜12:30 生活安心課☎22–9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 27㈮10:00〜12:00 男女共同参画課☎22–8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制

（生活全般の相談）
10･24㈫

10:00〜12:00
社会福祉協議会☎22–9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 5㈭10:00〜12:00 福祉課☎22–9619

◎
通
常
相
談

　月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30〜17:15 生活安心課☎22–9282

家庭児童相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9626

ひとり親家庭相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9627婦人相談 9:00〜17:00

認知症相談
8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9852

青少年相談
面接予約制
9:00〜17:00

青少年相談室
☎25–4002

電話相談
10:00〜17:00

☎25–4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00〜17:00 外国人地域支援センター

☎23–1042
外国人相談 8:30〜17:15 外国人相談室☎22–9439

消費生活相談 9:00〜16:00 消費生活センター
☎22–3711

県民相談 9:00〜16:00 小山県民相談室
☎22–9164

労働相談 8:30〜17:15 小山労政事務所
☎22–4032

こころの
ダイヤル

9:00〜17:00 県精神保健福祉センター
☎028–673–8341

※第2･4水曜日9:30〜11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00〜17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22–9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 14㈯10:00〜12:00
18㈬13:30〜15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22–9282

登記相談予約制 11㈬10:00〜12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 10･24㈫10:00〜15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 12㈭13:30〜15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 18･25㈬10:00〜12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 3㈫  9:00〜12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 15㈰13:30〜16:10 元家庭裁判所調査官
ファイナンシャルプラン
ナーによる納税相談予約制

7月はありません
次回は 9/30㈰ 納税相談室　納税課☎22–9444

人権相談 13㈮10:00〜15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22–9292

子育て家庭生活相談
予約制

7㈯14:00〜16:00
11㈬ 9:30〜11:30 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22–9664

7㈯14:00〜16:00
25㈬ 9:30〜11:30 場所：大谷出張所

18㈬ 9:30〜11:30
28㈯14:00〜16:00 場所：間々田出張所

4㈬ 9:30〜11:30 場所：桑出張所
11㈬ 9:30〜11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 24㈫14:00 〜 15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22–9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

   3･17･31㈫
10:00〜15:00

 10･24㈫
13:00〜15:00

場所：社会福祉協議会
3･17･31㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22–9501

精神保健福祉相談予約制 7月はありません 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 23㈪13:30〜16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22–8078
創業･経営･キャリア
相談予約制

 7･21㈯
13:00〜17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22–9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22–9282 へお問合せください。月の相談 7

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

2･9･16･23㈪ ※16 は祝日 16:25〜17:05（40分間）
17:15〜17:55（40分間） 各日先着2人 白鷗大学本キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20–8110
受付6/25㈪から　　時間9:00〜16:30
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図書館つうしん（7月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
おやま分館ピッコロおは
なし会(小山分館) 6 ㈮ 11:00

おはなしメロディ 8 ㈰ 14:00
おはなしこんにちは 11 ㈬ 10:30
おこれんのおはなし会 15 ㈰ 14:00
おはなしウェンディ0・1・2 18 ㈬ 11:00
はなしのこべやおはなしかい 22 ㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
( 間々田分館 ) 24 ㈫ 15:30

日　時 会　場
6/27

㈬
10:10 〜 10:40 もみじ保育所
12:55 〜 13:45 豊田南小学校

6/28
㈭

10:10 〜 10:40 大谷南小学校
13:00 〜 13:40 網戸小学校

7/3
㈫

10:00 〜 10:30 寒川小学校
12:50 〜 13:40 乙女小学校

4 ㈬
  9:55 〜 10:35 中小学校
13:00 〜 13:50 間々田小学校

5 ㈭
10:30 〜 11:20 小山東ニュータウン
12:50 〜 13:30 下生井小学校

6 ㈮
10:10 〜 10:40 萱橋小学校
12:50 〜 13:40 大谷東小学校

10 ㈫
10:10 〜 10:40 中久喜保育所
13:00 〜 13:50 間々田東小学校

11 ㈬
10:10 〜 10:40 絹保育所
12:40 〜 13:30 豊田北小学校

12 ㈭
  9:50 〜 10:20 穂積小学校
12:40 〜 13:20 羽川小学校

13 ㈮
10:00 〜 10:30 絹義務教育学校
13:00 〜 13:50 羽川西小学校

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

■ 7 月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　2㈪・9㈪・17㈫・23㈪・26㈭・30㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　2㈪・9㈪・16㈪・17㈫・23㈪・26㈭・28㈯・29㈰・30㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
※小山サマーフェスティバルのため、7/27
　㈮18:00〜31㈫9:00まで、小山分館の返却
　ポストは使用できません
○間々田分館　☎41-6230
　2㈪・9㈪・16㈪・17㈫・23㈪・26㈭・30㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　2㈪・9㈪・16㈪・17㈫・23㈪・26㈭・30㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
　却ポスト」へ

●「としょかんこども会　たなばた会」　　　　　問中央図書館☎21–0751
　日　時　7/4㈬15：30 〜　
　会　場　中央図書館児童開架室おはなしコーナー
　※　申込み不要

※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他
館からの借用資料は、破損の恐れがあり
ますのでポストへの返却はご遠慮くだ
さい



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長
■7月は固定資産税2期、国民健康保険
税（普通徴収）・後期高齢者医療保険料
（普通徴収）・介護保険料（普通徴収）
1期の納期月です。納期限は7月31日㈫で
す。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日
除く）19:00までの納税窓口延長もご利用
ください。
■7月の日曜納税相談窓口はおやまサマー
フェスティバル開催のため、実施しませ
ん。
問納税課☎22–9442

日

　時

7月1日㈰・7日㈯・8日㈰・
14日㈯・15日㈰・21日㈯・22日㈰

各8:30 ～ 17:15
※7月28日㈯・29日㈰は小山サマーフェスティ
バルのため市民課は閉庁いたします。城南出
張所においては、通常通り開庁しております

毎週火・木曜日19:00まで延長
します※取扱い業務についてはお
問合せください

場

　所

市民課☎22–9402
小山城南出張所☎31–3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22–9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻
等）は、本庁舎北側入口の宿直
室にて受付します。夜間等、緊
急な場合は、宿直室☎22–9420
へご連絡ください。
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名　称 時　間 会　場 問　合　せ

1 日 ㈰ 思川の流しびな 10:00 ～ 思川左岸観晃橋下 (一社)小山市観光協会
☎30-4772

2 日 ㈪
3 日 ㈫
4 日 ㈬
5 日 ㈭
6 日 ㈮

7 日 ㈯ 渡良瀬遊水地ラムサール条約湿地登録 6 周年
記念第 6 回小山市民号（～ 8 ㈰）　※ 要申込み 7:00 ～ こうのとりの里（野田市）、土着菌

完熟堆肥センター（いすみ市）ほか
渡良瀬遊水地ラムサール推
進課☎22-9354

8 日 ㈰ 〃 ～ 17:00 〃 〃
9 日 ㈪

10 日 ㈫
11 日 ㈬
12 日 ㈭
13 日 ㈮

14 日 ㈯

第 22 回ヤナギ・セイタカアワダチソウ
除去作戦 7:00 ～ 渡良瀬遊水地第 2 調節池

環境学習フィールド 3
渡良瀬遊水地ラムサール推
進課☎22-9354 ○

第 28 回鬼怒川クリーン大作戦 7:00 ～ 8:30 鬼怒川中島橋付近河川敷 ほか 建設政策課☎22-9204
おやま地域医療健康大学　公開講座 13:30 ～ 16:00 健康医療介護総合支援センター 健康増進課☎27-0500 ○

15 日 ㈰ 小山祇園祭 14:30 ～ 須賀神社 小山商工会議所☎22-0253
16 日 ㈪ 海の日
17 日 ㈫
18 日 ㈬
19 日 ㈭
20 日 ㈮

21 日 ㈯

第 28 回フェスタ in 鬼怒川　※ 要申込み 9:30 ～ 鬼怒川中島橋下河川敷特設会場 建設政策課☎22-9204
第 12 回小山市ラジオ体操会 6:10 集合 小山総合公園　森のはらっぱ 生涯スポーツ課☎21-2695 ○
自然系収蔵資料「昆虫」（～ 9/2 ㈰） 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45–5331

「日本近代洋画の名品展」（～ 9/9 ㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41-0968
22 日 ㈰
23 日 ㈪
24 日 ㈫
25 日 ㈬
26 日 ㈭

27 日 ㈮ 高齢者・障がい者「小山市ふれ愛入浴サー
ビス」※無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課

☎22–9617

28 日 ㈯ おやまサマーフェスティバル
（オープニングカーニバル） 15:30 ～ 21:30 市役所西側駐車場ほか 商業観光課☎22-9273

29 日 ㈰ おやまサマーフェスティバル（小山の花火）19:10 ～ 20:45 観晃橋下流思川河畔 商業観光課☎22-9273
30 日 ㈪ おやまサマーフェスティバルクリーン作戦 6:00 ～ 観晃橋下流思川河畔　ほか 商業観光課☎22-9273 ○
31 日 ㈫

７月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、5月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

政光くん・寒川尼ちゃん
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広報おやま

　カラーズ　増改築・リフォーム・外構の専門店

クロス貼り替え　介護リフォーム　その他小さな工事　

駐車場工事　カーポート　テラス　サンルーム　お庭のリフォーム　

小山市西城南 5-45-8　　小山市警察署むかい側 　　　営業時間 9:00 ～ 18:00　　　水曜定休日

カラーズ 小山店 ㈱木の花ホーム TEL:0285-38-8715

ご相談・

お見積無料

増改築 お風呂 キッチン トイレ 洗面 内装工事

　塗リカエ　外壁・屋根塗装の専門店

塗リカエ 小山店 ㈱木の花ホーム TEL:0285-39-6731

色あせ・汚れ・ヒビワレ・
藻・コケ・チョーキング…

こんな症状が出たら
お手入れサインです

家造りに実績のある『木の花ホーム』がお届けします！

≪すくすく写真館≫
お子さんの写真募集中

問秘書広報課☎22–9353

対象：市内在住の未就学児
　　　（1人 1回まで）
応募方法：右記二次元コード
からお申し込みください☞

【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災◦災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】

4 月中の火災・救急

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む
火災　1件(17件)　救急　632件(2,838件)

【小山警察署調べ】4月中の交通事故
事故　32件(120件)　負傷者　40人(155人)　死者　0人(2人)
※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む
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◦広報おやま
◦小山市公式ホームページ
◦おやま生き生き好齢者応援サイト

問管財課☎22–9322


